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図面や図形測定の面倒を可能な限り取り去っ

た最もすぐれたツールです。〔特許出願中〕

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ
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’座ったままでの操作を可能にした大型偏心レンズ採用

エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースボイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタのX-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ

き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ボイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ボイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位置しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ《X

プラン360》が、さらにスピーディで快適な計測作業を実現しました。

エクスブラン

川M冊皿
●直想図形・曲繰図形・直線霞線混合図形の面積、線長を同時正砿測定●スイッチONですぐ測定

できる原点スタート方式●鱸分解能0,05胴ロ●測定範囲380m(上下)x10000GM(;左右〉●コードレ

スの充電式(B時間充電で20時間使用）●非鉄金属製で軽くて堅牢、ノイズに強い●寸法160×367
×47卿〔本俸）●重渥1.0kg(本体）

ウシカタエリアカーブメータ

‘黛恵勇簔
ushikataTELo3(750)0242代〒146
毒誌名ご記入の上、カタログをご舗求ください。
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円高経済と国内林業

おおたにけん

大谷健＊
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急激な円高が日本経済を直撃しており，ただでさえ長期間低迷している

林業界への打撃は大きい。例えてみれば首つり人の足をさらに引っ張るよ

うな残酷さである。しかも今回の円高は一過性とは思われない。これから

の林業は現在の円高水準が定着するのを覚悟しつつ，自らの生存条件を考

えていかねばならない。

円高は輸入品を安くし，輸出価格を高くする。林業について言えば輸入

材が安く，輸出シイタケが高くなる。

日本の木材消費の65％は外材であるから，市況は外材がリードするの

で，円高で外材が安くなれば国産材も引きずられて安くなる。もっとも円

高，石油安で電気料金や油代などが下がって，経費もその分少なくてすむ

が，そのメリット以上に木材価格は下がるだろう。円安時でも採算割れが

多かった林業界だけに，材価の低下はきつい。

ただ，円高の影響は一様でない。

まず米材だが，産地の米国が国内の住宅需要が堅調のため，国内価格が

昨年9月から今年1月にかけて10％上がった。しかし円高で日本の輸入

価格は丸太が20％，製材品が10％下落，つれて輸入量も若干増えている。

南洋材は産地の雨期が長引いたため，出荷が停滞し，産地価格が上昇し

た。しかし日本の輸入価格は丸太が半年間（昨年9月～今年3月）に16％

程度下がり，製材は29％下がった。ただし輸入量は製材がやや増えたもの

の，全体は減少している。

北洋材の輸入価格は丸太，製材とも半年間で12％下落したが，ソ連側は

米材の円高による進出に対抗し，この4月からカラマツの契約価格20%

引下げに踏み切った。輸入量は丸太が横ばい，製材は増えつつある。

合板は半年で輸入価格が16％下がり，輸入量は増えつつある。

チップは半年間で輸入価格が17％下がったが，輸入量は横ばいである。

円高による輸入条件の変化は国産材市況にどんな影響を与えているか。

今年4月の丸太の価格は昨年9月に比べスギで4％，ヒノキで1％の下げ

にとどまっていたが，5月になってスギ中心に一段安となってきた。とり

の打鑿
一
二
局円

＊朝日新聞編集委員
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わけ若齢木の多い新興産地の市況は下げが目だつ。明らかに類似商品の米

ツガなどの輸入材下落に引きずられたものである。製材も半年前と比べス

ギが3％，ヒノキが1％下げている。そして丸太，製材とも出荷減少の傾
向がうかがわれる。

国産チップの価格は4月で昨年9月に比べ2％の下げ，5月になって一

段安の動きとなっており，工場入荷量はほぼ横ばいである。

夕

総じて言えば輸入，国内価格とも円高率より低い値下がりにとどまって

いる。これは海外産地がこれまでが不況のため安すぎたという気持ちがあ

り，この機会に値上げを図り，円高差益を産地で吸収しようとしたためで

ある。また円・ドル相場の行方を見定めるまで積極的に取引を行わなかっ

たということもある。しかし円高が定着すれば市況はさらに下がるのは覚

悟しなければならないだろう。外貨を稼ぐ必要があることは米国，ソ連と
かくちく

も同じであり，世界一の木材市場日本において米ソの角逐は必至であり，

それが円高値下げを促すだろう。

円高は樹種ごとに異なった影響を与える。米材，北洋材と直接競合する

ものの下げはきつい。ヒノキよりスギの下げ幅が大きい。スギでも古い産

地の銘柄材や国有林材が比較的堅調だが，戦後の人工林地帯，例えば宮崎

県等の現地市場の下げが大きい。これから需要を新規に開拓する必要のあ

る新興産地にとってつらい事態である。

林産物は輸入だけでない。輸出もやっている。とりわけ生産の30％を

輸出しているシイタケは円高分に見合う輸出価格の値上げができず，円の

手取り価格は16％も下がったうえに，輸出量が減少した。また北海道中

心の広葉樹製材，広葉樹合板は10～15％の円手取り価格の低下を強いら

れている。九州がやり始めた間伐材の中国輸出は一段と難しくなろう。

これらの木材市況の低落が立木価格にどう響くかはまだわからないｶﾇ，

言えることは山林所有者の間伐や造林への意欲を一段と低下させることは

間通いないだろう。ともかく困った事態である。

円高はつらい。じっとがまんして，いずれ円安となるまで，政府の円高

対策でつなごうという小手先の対症療法はもはや通用しない。円高の根本

原因は，日本産業の国際競争力が群を抜いて，このため外貨がたまる一方

であり，しかも自由主義国のリーダーである米国ｶ日本に対し巨額の貿易

赤字を出し続けていることである。米国は世界の債権国から債務国に転落

し，いずれドルは暴落するという予言が広まっていた。

ドル高が円高に転化したのは昨年9月22日，ニューヨークで開かれた

G5(五カ国蔵相会議）によるドル相場への国際協調介入のせいなのだ

が，しかしこれは人為的なものといえない。そもそも米国が大幅な貿易赤

字に悩みながらドル高なのは不自然だったのであり，日米の経済力の比較

一
巨
戸円 の行方
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からみればむしろ円高が正常だといってもよいだろう。5月の東京サミッ

トで，「ロン・ヤス」の関係から，レーガン米大統領が円高是正に動いて

くれると期待する向きもあったが，それは見当違いだろう。円高の定着は

甘受しなければならないのである。

もし円高がなければどうだろう。G5の協調介入以前の状態，つまり米

国の議会と，それに突き上げられたレーガン政権の日本に対する厳しい市

場開放要求が爆発していたであろう。しかもそれに対し，ヨーロッパをは

じめ，全世界は米国に同調はしても，日本をかばってはくれない状態であ

る。

だが円高は必ずしも貿易黒字解消の決め手にならない。確かに輸出は難

しく，輸入は容易にはなる。しかし日本の産業体質は，海外から原料，エ

ネルギーを輸入して，それに高い付加価値を付けて製品輸出するという型

である。だからキメ細かく加工された商品は，いくらか輸出先で値上げし

ても売れる。しかも石油，原材料の円高による値下げは製品のコストを下

げる。したがってかなり円高になっても，相場が落ち着きさえすれば，何

とか乗り切ってしまう。少なくともこれまではそうだった。

円高でも貿易収支の黒字が続くのでは，他の国は黙っていない。日本が

内需を拡大し，輸出を控えて国内で消費せよ。あるいは海外からもっと輸

入せよ。それも原材料の形でなく製品を輸入せよという要求になる。また

輸出するより，海外に工場進出して，その国の雇用を増やしてほしいとい

うことになる。

根本は日本にたまりすぎる貿易黒字にあり，円高は日本市場開放と内需

拡大と並ぶ対日要求の一環とみるべきだろう。だから急激な円高の中で，

日米間でMOSS(市場重視型個別協議）が行われ，①電気通信機器②エ

レクトロニクス③医薬・医療機器と並んで木材の日本市場開放が話し合わ

れ，これとは別に日米半導体交渉が行われたのである。

だから日本がこれから取るべき円高対策とは，円高不況に苦しむ業界に

補助金を出して救済することではない。そういうことをすれば米国などか

ら不当な産業優遇策だと非難される。今年の中小企業白書でもはっきりし

てきたのは，日本だけに貿易黒字が集中する産業構造を転換し，転換が円

滑に進む施策をこそ取るべきだとする考え方で，つまり何が何でも現状を

維持するということはできなくなったのである。

今年1月,MOSS協議が終わり，安倍・シュルッ会談で合意ができた

が，木材についていえば単板，合板，パーティクルポードなどの再生木

材，集成材などの関税が引き下げられることになった。これに基づき政

府は1,500億円の予算で「森林・林業，木材産業活力回復五カ年計皿を

実施することになったが，この対策の要点は，一つは木材需要拡大の積極

策であり，他面では合板，製材･業の設備廃棄や転業をすすめる整理案であ

る。円高は為替面から，こうした調整を促す役割を果たすことになる。



円高は端的にいって外材輸入を促進するだろう。

林業についていえば，高付加価値を目ざす，有力産地の銘柄材には抵抗

力があるだろうが，戦後に植林され，これから大蹴に出回り，いわゆる

「国産材の時代」の主役となるべき若いスギ，ヒノキへの打撃が大きいだ

ろう。

また薪炭収入がなくなった山村の現金収入源であるシイタケの円高によ

る輸出停滞は，林業と山村の維持にとってマイナスだろう。

木材産業は国産材であれ，外材であれ，原材料が円高で安くなるという

面がある。しかし円高と，一連の木材市場開放策が重なれば，木材輸出国

で加工した製品の輸入が増えるだろう。例えば製紙業についていえば，チ

ップは安くなるだろうが，チップよりパルプ，パルプより紙そのものを買

えということになってくる。

紙を大量かつ定期的に消費する出版業界や新聞社は，安いからといって

紙を輸入に頼ると，港湾ストなどで不意に止まってしまうという不安があ

った。ところがマガジンハウス社の発行する『ポパイ』『ブルータス』『オ

リーブ』といった若者に圧倒的な人気のある雑誌の用紙は，全量ノルウェ

ーからの輸入である。

だから外材を加工する業界も，原料が安くなったとはいっておれない。

製品と製品との価格競争にさらされるのである。

林業界は米国政府がMOSSの対象業種に先端産業と並んで木材を加え

たこと，東京サミットに合わせ多摩川の河川敷に米材を使った木造三階建

てのモデル住宅を展示した意気込みを注目すべきである。

その背後に米国の林業界の事情がある。対日輸出の中心だった西海岸地

区が米国市場で南部およびカナダとの競争に負けつつあり，そのはけ口を

アジア市場に求める。中国市場でもソ連と争っているが，本命の市場は日

本だろう。西部の業界のレーガン政権への圧力は強そうである。これから

もさらに対日要求は強まるだろう。

困っているのは林業界だけではない。ほとんどの業界は円高と市場開放

要求にさらされている。エレクトロニクス業界でも各社は大幅な減益とな

っている。倒産する会社さえある。しかし林業は長期の不況で体力を使い

果たしている。そして国内林業の基盤である日本の森林を守るということ

と，円高不況をどう結びつけて考えるべきかが問題である。

円高との格闘の中で，日本の林業は自らの身を守るのが精いっぱいで，

森林を守り育てるのが一段と困難になりそうだ。単なる円高対策とは別

に，日本の森林対策を真剣に考える時期にきている。

今，原油が安くなっている。これは国内にエネルギー資源をほとんど待

たない日本にとってありがたいことだ。円高が原油安をさらに増幅する。

物価が安定し，金利も下がった。日本経済全体の中での円高のメリットは

評価しなくてはならないだろう。

5

林業はどうなる

森林をどうする
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また円高不況対策として，海外からの批判にもこたえて内需拡大が打ち

出されてくるだろう。その中心となるのは公共事業，住宅建設であり，使

用率が減ったとはいっても木材需要にプラスになるだろう。折から活力回

復五カ年計画の大きな柱に木材需要拡大対策がある。しかし円高で外材が

安くなる状態の下では，木材需要拡大は外材輸入拡大に終わってしまう公

算が大きい。日本人の大多数は国産材，輸入材の区別がわからない。それ

だけに国産材の差別化にどう対応するか，各産地の知恵と努力が望まれ

る。

木の文化の日本だが，改めて木の良さを知ってもらうためにモデル木造

施設を造って展示する計画が今年度から行われる。宮城県林材協組連が事

業主体となって仙台市に建てる宮城木材文化ホールなど9件が61年度に

実施される。大断面集成材を使って公共の大型建造物を造り，木の良さ，

強さをデモンストレーションしようというもの。活力回復五カ年計画の補

助金が付く。

それにしても，どうして国産材にこだわるのか。戦後日本人が貧しい経

済状態の中で営々と植えたスギ，ヒノキの人工林が，これから21世紀に

かけて間伐→主伐期を迎える。この資源をどう活用するかの宿題を解かね

ばならないからだ。いま森林がもてはやされてはいるが，それは自然保謹

の見地からであり，水や景観面からの評価がもっぱらである。しかし経済

資源という面を捨てておいていいのか。それに過疎化、老齢化する山村社

会の生存条件を確保するねらいもある。森林の経済的側面を再評価できな

いのだろうか。

今にして思えば，戦後のスギ，ヒノキの単純一斉造林は，ビジネスとし

てもまずかった。なぜなら同一商品が同一時期にどっと市場に出回れば，

価格は暴落するに決まっている。しかも市場には円高で一段安となった外

材があふれているというのに。

ある意味で森林は木材を生のままで保管する倉庫である。客の好みや景

気の変化に応じて，いつでも出荷できるよう，いろいろの樹種，いろいろ

の樹齢を取りそろえておくべきだったのだ。

これからは再造林に当たって樹種，樹齢とも複層となった森林を育てて

いかねばならないということがコンセンサスになりつつある。もっぱら森

林保全の見地からいわれているのだが，森林の経済性の側面からも複層的

森林を育てることが必要なのではあるまいか。

＜完＞
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表･1研究実施機関および研究担当者1．はじめに

近年急速に発展してきた日本のきのこ産業は，

その生産額が2,500億円にまで達し，農山村の，

特に林業農家にとって重要な家計収入源となって

きた。その中でも栽培歴史の古いシイタケの生産

額は1,600億円に達し，農林産物としては貴重な

輸出品目でもある。このシイタケ産業も現在多く

の問題を抱えているが，最も重大なのは原木の不

足であり，それからくるコスト高である。そのた

めに行政では原木林造成が奨励され，一方では集

約的な栽培技術の発達が期待されている。最近お

がくずに米ぬかを添加した人工培地での栽培が

話題になっているが,生産コストが高い,生産が不

安定である，自然食品としてのイメージがなくな

り需要が減退するおそれがある，などの理由で，

広く普及するには至っていない。一方，ここ2～

3年の間に，中国・韓国・台湾などでのシイタケ

栽培技術が向上して比較的優良な品質のものが生

産できるようになり，日本産乾シイタケとの海外

市場での競争が激しくなるといわれている。今後

さらにシイタケ産業を発展させるために必要なこ

とは，まず生産コストを低下させることで，その

ためには原木を安定的に供給できるようにし，ま

た単位当たり生産量を上げなければならないと考

えられる。こういった状況の中で昭和53～57年

度に，農林水産省の研究補助事業による「食用き

のこ類の高度生産技術に関する総合研究」という

大型プロジェクト研究が設定され，全国各県林試

が食用きのこ類に関する様々な研究課題に取り組

むことになった。その中の1つに「シイタケ原木

’ 担当者
金子周平主計三平＊

石井秀之千原賢次小山田研一＊

森永鉄美藤本幸夫＊

森柊良宇都宮束吾率

古川和弘＊小池茂男＊

三河義雄平野澗南館昌

古川久彦青島溝雄＊

研究機関

福岡県林業試験場（代表県）

大分県林薬試験場

長崎県総合農林試験場

愛媛県林業試験場

群脇県林業試験場

岩手県林業試験場

臘林水産省林業試験場(指導）
’

＊は現在退職あるいは他機関在籍

の形質的特性による栽培効果の解明」という課題

が取り上げられたが，原木の形質特性を把握して

栽培技術を向上させ，その生産性を高めること，

原木としての優良な遺伝的形質を明らかにし，育

種を行うための資料を得るのがこの研究の目的で

ある。この研究課題を担当したメンバーは表｡lの

とおりで，岩手，群馬はコナラ，愛媛，福岡，大

分，長崎はクヌギを材料にした。昭和60～61年

に至りシイタケ栽培試験の最終的な収量結果が判

明したので,この誌面を借りてその結果を報告し，

険討したい。

2．試験供試木の選抜と調査

供試したクヌギ・コナラは，各県とも林分内よ

り胸高部位での樹皮形質（樹肌）を肉眼判定し，

いわゆるチリメン肌，サクラ肌とこれに対照的な

オニ肌それぞれの特徴を最も保有する個体を胸高

直径，樹高の同じものを対にして選木し(写真)，

それらを伐採し，長さ1mに玉切ってシイタケ菌

を植菌した後，各個体を2分し，一方は通風が良

く適地と考えられる喋境に，もう一方は湿気が多

く不適と考えられる喋境にそれぞれ伏せ込みを行

った（図・1)。その後約4カ月と10カ月に害菌汚

林業技術No.5321986．7

食用きのこ｡大型プロジェクト研究班

原木の形質特性によるｼｲﾀｹめ栽培効果3
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チリメン肌・サクラ肌 オニ肌

No.| No．’

No.2
NO2
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Ｉ
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ｌ

■
Ⅱ
０
８
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日
Ⅱ
８
■
Ⅱ
Ⅱ
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凸
Ⅱ
Ⅱ
０
▲
Ｉ
子

D:伏せ込み適地← （刀:伏せ込み不適地
図・1各樹肌原木の伏せ込み

2〔〕

★直径20Cm以上

□18～20cm

○I5～18Cm

●l5om以下

●色
〕

□

●
一
眼

￥

一

一
白
、
０
Ｊ
〃

一

Ｂ

一
吋
Ｏ
／
’

一

０
８
８
１

一

１ｆ
ｔ
○
ぬ
↑
○
一

Ａ●
、
Ｏ
ｎ
℃
一

●

○
￥
一

●
15

満

"10

体Ioocml

5

0

￥

0
a F56 7 8 910

｜本当たり瀧長(cm)

胸高部位でのクヌギ樹肌（福岡）

チリメン肌⑧：オニ肌

図･2

鋤

(1)樹肌について

シイタケ生産現場でいわれるチリメン肌，オニ

肌の区分を数量化すると，図･2のように樹皮の溝

の本数が多くて，しかも1本当たりの長さが短い

ものがチリメン肌，溝数が少なくて長いものがオ

ニ肌ということになる。この樹肌の形成が完全に

遺伝的要因によるものかどうかは明確にされてい

ないが，同一斑境の林分内でも明らかに極端な2

つの樹肌のものが生育しているとか，同一株から

萌芽したものは樹肌区分が同じであることから，

樹肌の形成は遺伝性のものであろうと考えられ

写真クヌギのチリメン肌（上）とオニ肌 る。ただ，個体差の見られるのは径級7～8cm

染調査を，約10～12カ月にシイタケ菌繁殖状況以上の幹部で，枝や梢端部6cm程度以下の小径

を調査した後，各県の常法でシイタケ発生場に移木では差が見られない。

して発生量を調査した。さて，まず樹肌の溝部に害菌胞子が付着し，発

3．原木の形質芽しやすいのではないかということから，樹肌と

林業技術No.5321986.7



9

０２
シ
イ
タ
ケ
収
量

●

●

④
●● ●

●●
●

(kg/m)

10

の●
●

● ②

●

『=0.74(N=16)
●

0
5 '0 '5 20 25 30

溝数（本100Cm')

図・3原木樹皮の溝数とシイタケ収量（クヌギ愛媛）

部）の外樹皮の薄い部分に集中しており，したが

って子実体発生もこの部分に多い（クヌギ88％，

コナラ79.8％)。

（3）年輪幅，心材率について

これらの要素はシイタケ菌の繁殖量に影響を与

えると考えられるものである。クヌギ・コナラと

も樹齢が高いものは平均年輪幅が狭い傾向が見ら

れ，また樹齢と心材率については，大分と福岡で

供試したクヌギでは樹齢が高いと心材率も高い傾

向が見られたが，コナラ（岩手，群馬）ではこの

傾向は見られなかった。

4．シイタケ収量の比較

昭和54年春と55年春に植菌したものについて

シイタケの発生がほぼ終了したのでその発生量の

比較を行った。発生量は林分より選抜した個体ご

とに個数と乾重を測定したものである。クヌギの

チリメン肌は総体的にオニ肌より発生量が多く，

コナラについてはサクラ肌とオニ肌の差は認めら

れなかった。まずクヌギについて，具体的に樹肌

を区分けする要因となっている胸高部位の樹皮の

単位面積当たり溝数とシイタケ発生量（ほだ木1

㎡当たり乾重）の関係では，溝数が多いほどシイ

タケ収量が多い傾向が見られる（図｡3)｡前述し

たように，クヌギのシイタケ発生部位を調べると

88％が溝部からであり，このことからも溝の多い

ほうが有利であると言える。ただしこの場合，チ

リメン肌は伏せ込み適地と不適地の間で差が激し

害菌汚染の関係を調査したが，差は認められなか

った。次に，樹肌によるシイタケ菌繁殖度の違い

については，クヌギでは各県が一定の傾向ではな

く，福岡・大分ではオニ肌がチリメン肌より良好

であり，愛媛では逆の傾向であった。コナラは，

群馬ではチリメン肌がオニ肌より良好であり，岩

手では表面繁殖はオニ肌がサクラ肌より良かった

が，材内への繁殖は両者に差が見られなかった。

菌の繁殖度は原木条件と環境条件の両方に影響さ

れるものと考えられ，このように各県で異なった

結果が出たが，このことから，環境によってはオ

ニ肌がチリメン肌より良好な菌繁殖を示すことも

あり得ると言える。

（2）樹皮厚について

樹皮厚について樹肌間の比較を行った。クヌギ

では個体別の変異が大きいが，これも樹肌と同様

の理由で遺伝性のものであろうと考えられる。ど

の個体も根元部が最も厚く上部に行くに従って薄

くなるが,11nごとに調査した平均で比較すると

チリメン肌は樹皮厚が薄く，オニ肌は厚い傾向が

見られる。コナラの場合もチリメン肌，サクラ肌

は樹皮厚が薄く，オニ肌は厚くなっている。

クヌギの樹皮は内樹皮と外樹皮に分けられ，溝

となっている凹部と表面に出ている凸部では，内

樹皮厚は大差ないが,外樹皮厚に大きな差がある。

そして通常，シイタケ子実体の基となる原基は外

樹皮部と内樹皮部の間に形成され，特に溝部（凹

林業技術No.5321986．7
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図・4原木樹皮の厚さとシイタケ収遮（コナラ岩手）

く環境に影響されやすいが，オニ肌は差が少なく

伏せ込み環境に影響されにくいと考えられる。次

にコナラについて樹皮厚とシイタケ発生量の関係

を見ると，樹皮厚5mm前後が発生に適してお

り，薄すぎても厚すぎても収量が落ちるものと考

えられる（図・4)。また年輪幅と心材率について

は，溝数や樹皮厚ほど影響は大きくないが，福岡

では年輪幅は広いほうが（図・5)，また心材率は

小さいほうがやや良好であった。これらは繁殖し

た菌糸の密度が高いとか，菌体量が多いなど子実

体発生に有利な条件となっているものと考えられ

る。

5．むすび

以上のように大型プロジェクト研究で原木であ

るクヌギ・コナラの形質がシイタケ生産に影響を

与えることが明らかになった。これは，現在各県

で行われている優良原木林造成のための選抜育種

において，育種要因についての効果実証になり得

たと考えられる。しかしながら，育種により優良

な形質の原木を多く供給することはもちろん重要

であるが，生産林として原木林を造成する際に

は，病虫害，気象害などの被害をいっせいに受け

ないよう様々な形質のもので構成するほうが良い

と考えられる。現に九州のクヌギ人工林において

は，コウモリガなどの穿孔性害虫による一斉被害

林業技術No.5321986.7

8

0
1 23456

平均年輪幅(mm)

図・5原木の年輪幅とシイタケ収垂（クヌギ福岡）

が時々見かけられているし，また，同じような形

質の原木を用いてシイタケ栽培を行った場合集中

的に病虫害の被害を受ける可能性もある。シイタ

ケ原木はそれ自体で価値が決まるわけではなく，

栽培という手段を経て価値を生むものである。例

えば不良形質とされるオニ肌の原木も伏せ込み環

境の違いに対して安定的であるという特長を持つ

ことがわかったように，その特長を生かした栽培

技術で生産性を高める方法もあると考えられる。

以上述べたことを考慮すると，原木林は単純な

優良形質の一斉林でなく，ある程度の変異を持た

せて造成すべきだと考える。さらにそれぞれの形

質についてその時代の要求に対応して供給できる

ようにしておくために，高い遺伝変異を有すると

考えられる天然林も遺伝資源林としてできるだけ

確保しておく必要がある。特にクヌギ・コナラな

どの天然林はまた，他の食用きのこの供給源でも

ある。有用きのこ作出のための材料採集場とし

て，さらにまた自然界でのきのこ発育条件解明の

ための実験舞台として重要なものであると考えら

れる。

（文蛮／福岡県林業試験場・金子周平）
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全国広葉樹《試験林･見本林》の概況

近年，森林の公益的機能の発揮が社会的にも重要なものと認識され，広葉樹の果たす役

割が重視されてきました。一方，原木・用材等の利用の面からは，将来，有用広葉樹資源

の枯渇が憂慮されており，その保続生産が大きな課題となっています。また最近では森林

バイオマスの研究も始まり，広葉樹資源の新たな活用が期待されています。

このように広葉樹への関心が高まっていることから，本誌では，現在，広葉樹対象の調

査研究がどのように行われているのか知るため，全国の試験研究機関等のご協力を得て，

試験林・見本林の現況およびその成果についてのアンケートを実施しました。回答をいた

だいた機関は，国立林業試験場（支場)，林木育種場，都道府県林業試験研究機関，大学，

営林局・支局，民間研究所の100機関に及び，更新，成長，保育，収穫，作業法，生態遷

移等多岐にわたる試験地の設定が報告されています。

これら多くの機関のご協力を深謝するとともに，読者諸兄がこの情報源を活用して今後

の広葉樹育成および利用にお役立て下さるよう念願します。
※アンケートは次のように実施しました。

①原則として公機関またはこれに準ずるものによる設定林分を対象とし，現在継続されているもの，または近
く設定予定のものを記戦。

②「試験林」とは更新，適性，成長保育，作業法など試験を主とするもの。「見本林」とは成林した林分で継
読して試験・展示・保存がされているもの。

I.林業試験場休場.支場.実験林）

広葉樹試験林

名称･面積(ha)･場所･設定年月｜目的現況･デー ﾀ･〔管理機関〕

林業技術No.5321986．7

樹種

ケヤキ

シラカンパ，ミズナ

ﾗ，他

①ヤマナラシー斉林

ーﾏーーーグ

ナラ

③シラカンバ，ミズ

ナラ，アズキナシ

他

①ミズナラ

②ウダィカンバ

③ケヤマハンノキ

④コパノヤマハンノ

キ

⑤ハンノキ

⑥カツラ

広蕊樹の育諏・1.24・茨城県新

治郡八郷町および千代田村（蛾

間営林署管内国有林）・昭52

天然生広紫樹用材林施薬賦験林

・林試北海道支場羊ケ丘実験林

･3．266林班は小班

3.05〃に小班

･昭53.4

天然生生態遡移試験林

･羊ケ丘実験林

①6.485林瑳ろ小班

②5.406林瑳ろ小班

③9.63〃ほ小班

･昭53

広葉樹人工林造成試験林

･羊ケ丘実験林

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｄ

８
９
僻
岬
〃
〃
〃
昨

く
く
く
く
く
く

班
班
班
班
班
班

４
４
４
４
４
４

へ
と
ち
り
ぬ
り

班
班

林
〃
〃
〃
〃
林

３

５

％
鰹
、
”
ぬ
ｍ

ａ
ａ
③
。
⑳
。

樹稚の特性。形質遺伝などを調

べ広莱樹育種の基礎盗料を得る

シラカンバ，ミズナラを主とす

る林分に対して，上厨間伐を行

いどの程度の量および質的生産

の増大を期待できるかを明らか

にする

北海道における森林の生成過程

遷移の状態を解明するため，実

験林内の代表的な植生型を自然

放侭し，5年ごとに立木，植生

の測査を行う

広葉樹の造林技術確立のため，

これら試験林について保育（除

伐，間伐，枝打ち等）の研究を

すると共に生長経過を調査し，

最適林分の造成法を見出す

植栽後8年で平均樹高3mで成育状態は

巾

〔林業試験場造林部遺伝育種第2研究室〕

昭和54年度第1回調査，間伐

〃59年度第2回調査

〔林試北海道支場実験林室〕

昭和52年度第1回調査

〃57年度第2回調査

〔〃〕

5年ごとに生長調査・育成中

〔〃〕
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｜樹種｜名称･面積(ha)･場所･設定年月I目的’現況･デー ﾀ･幟理機関〕

6回の林分澗悲が行われ，昭和56年洲査記

録によると

醗告書)成田忠範：木境胤海ブナ林の成長

について，秋田営林局経営総技術研究発表

報告書1，（1958.5）

〔林試東北支場経営第1研究室〕’

林業技術No.5321986.7

ミズナラ

ミズナラ

ミズナラ

ミズナラ

キハダ

コナラ

ウダイカンパ

鍋越山ミズナラ天然更新試験地

・2．14・青森営林局安代営林署

鍋越山事業区46林班ろ2小荘．

昭56.7

中居村ミズナラ天然更新試験地

・2.60.宵森営林局岩泉営林署

中居事業区94林惑い,ぬ2小班

･昭56.7

南の沢ミズナラ天然更新試験地

・0．60・青森営林局岩泉営林署

岩泉醜業区25林班ん,小班

･昭57.7

大川ミズナラ密度試験地．1．40

･爾森営林局岩泉営林署岩泉事

業区3林斑そ小班・昭和57．8

キハダ造林試験区．0.33．林試

東北支場好摩実験林1林班い小

班・昭13.5

コナラ間伐試験区．5.55．林試

東北支場好摩実験林3林遜は小

斑・昭45.1o

ウダイカンバ間伐試験調査地．

0,52・青森営林局磯岡営林署東

外山担当区250林班ほ小班・昭

61.5

母樹の残存本数および残存の仕

方により，また地床処理方法の

違いにより，後継稚苗の発生・

消長にどのような差異が現われ

るかについて比較検討する

同上

用材林として利用できるミズナ

ラ林において後継樹育成を目的

とする天然更新試験を行う

上層間伐，下層間伐という間伐

方法の違いおよび立木密度の連

い力泣木の生長や形質におよぼ

す影響について比較検討する

内地産および北海道，維太，朝

鮮産苗木を植付け，これらの造

林方法を検討する

間伐による立木密度の違いが立

木の生長や形質におよぼす影響

について比較検討する

ウダイカンバニ次林について，

その各生育段階に応じた適正な

除伐，間伐などの保育方法を解

明し，優良な用材林に導くこと

を目的とする

特別研究「ミズナラ等主要広葉樹の用材林

育成技術の開発」推進会談蟹料，股林水産

技術会議事務局，林業試験場，昭和59年2

月，昭和60年2月，昭和61年2月

昭和58年度国有林野事業特別会計技術服発

試験成績報告書(完了分)，林業試験場，昭

和59年3月

〔林試東北支場育林部造林第2研究室〕

｢ミズナラ雅樹の成立過程に関する研究」

(1)，（Ⅱ)94日林論，（Ⅲ)95日林論,(Ⅳ)，

(V)，（Ⅵ)96日林論，（Ⅶ)97日林総

林試東北支場たより，No.244，昭和57年

4月

〔〃〕

同上

〔〃〕

同上

〔〃〕

林試東北支場たよりNo.“「キハダの造

林｣，昭和42年

日林東北支誌No.33「好摩実験林におけ

るキハダ人工林の生長」昭和56年

〔〃〕

コナラを主とする広葉樹林内に密立区（コ

ナラ560本/ha),疎立区(コナラ300本/ha)．

無処理区の調査区（I区0.2ha，2回繰返

し）を設定し，間伐は昭和47年1月に実施

し，生育その他の測定を行っている。

林試東北支場年報No.11「好j畷実験林に

おけるコナラ萌芽林の成長」昭和45年10月

〔〃〕

｢ウダイカンバニ次林の更新過程』，（1）

96日林論，（Ⅱ)97日林諭

〔〃〕

ブナ 木城鳥海ブナ天然林試験地．

11.88・秋田営林局矢島営林署

74林班ならむう小班

･昭9.1

ブナ林の合理的作業法を確立す

るため各種施業法による更新・

生長・収謹を明らかにする。

試験林は現行択伐，群状択伐，

傘伐からなっている

|奥行択伐
平均直径
〃樹高

嫡芋：灘

48

24

205

391

52

25

181

410

９
５
４
２

６
１
６
８
２
５
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樹種名称・面積(ha)・場所・設定年月目 現況・データ・〔管理機関〕的

ブナ 三ツ沢天然林収溌試験地．2．35

・秋田営林局新庄営林署(古口）

39林班た小班・昭34.10

ブナ再生林の椛造と生産篭の実

態を知り，どのような林型，林

分椛造のとき生育，形質，生産

量が最大になるか，またいかに

すればかかる理想林型を造成で

きるか明らかにする

調査記録は下記からなっている。
(ha当たり）

畷告聲)収穫試験報告17号，森林の縮造と

成長の関係解析に関する研究，林業試験場

(1972.11）

〔林試東北支場経営第1研究ヨ

各間伐林の密度管理は下記のとおり
(ha当たり）

ブナ ブナ二次林間伐試験地．2．00・

秋田県仙北郡田沢湖町生保内宇

駒ケ岳2－1（田沢湖町財産区

有林）・昭55.10

ブナ二次林に各種密度管理を行

い，間伐後の生長戯，最適間伐

法を解明する。試験林は疎仕

立，中胴士立，密仕立，無間伐

林からなり，生育調査と間伐実

行は昭和55960年の2回行われ

ている

睡
叩
”
一

１
３
３

本犯
釦
距
一

９
８
８

華
釦
”
弱

３
４
６
６

睡
礎
睡
岫

疎
中
密
無

醗告醤)ブナ林の間伐効果，日本林学会東

北支部会誌33,（1981.12）

〔〃〕

黒沢尻ブナ林総合試験地．55.64

・青森営林局北上営林鵜北上事

業区216林班ほ～よ小班・昭19

ブナ天然林において各種作業種

がその成長および更新に及ぼす

影蒋について澗査し，合理的な

ブナ林作業法を究明する

ブナ 次の作業試験区が設定されている。

1.傘伐および保残木作業区

2.30m幅および50,幅交互帯伐皆伐作業

区

3．列状および点状母樹保残作業区

(報告書:）

・ブナ林の傘伐作業における更新初期の成

績について,林試東北支場年報8,(1967)

・低木類を刈払いしたブナ保残木作業にお

ける更新初期の成織林試東北支年報

10,(1969)

・ブナ林の上木伐採方法とブナ種子の飛散

の関係，日林誌57(7),(1975)

・ブナ皆伐母樹保残作業の更新初期の成績

一落葉低木型植相ブナ林の例一日林東北

支誌32,（198の

〔〃〕

次の作業試験区が設定されている。

1.択伐作業級（伐期齢32年，回帰年16年

の2齢階林分）

2.択伐作業級（伐期齢16年，回帰年8年

の2齢階林分）

3.択伐作業級（伐期齢30年，回帰年10年

の3齢階林分）

4.皆伐区，無施業区，スギ植栽区，ヒバ

下木植栽区

（報告鋤

・平内薪炭林総合試験地の施業経過（第1

報)，林試研報140,(1962)

〔〃〕

｡ブナの天然更新地における林

床植生の繁茂とブナ稚樹の成

長一落莱低木幟目ブナ林につ

いて一，96回日林諭，（1985）

平内薪炭林総合試験地．6.56・

青森営林局青森営林署青森事業

区425林班りl～11小班・昭10

①択伐薪炭林作業について，種

々の伐期齢，回帰年を用いた

場合の収溌の多少，更新の良

否を実測して施業効果を判定

すると同時にこれら種々の方

法間における利害得失を比較

する

②シイタケ原木林および小径広

葉樹の用材林誘導のための基

礎黄料を得るため，既施業林

分の椛造の推移を把握する

コナラ・その他肱

林業技術No.5321986．7

本数 材積

名称’
昭60年
成立本数 ’

間伐本数
55年60年
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樹 種

コナラ・その他広

ブナ

コナラ

クヌギ

タイワンフウ

ヤマザクラ

ヤマモミジ

コブシ

コナラ

ケヤキ

タイワンフウ

コジイ

名称・面穣(ha)・場所・設定年月

用材林誘導試験区．0.89．林試

東北支場好摩実験林2林砿ち小

班・昭46.6

三本木ブナ林総合試験地．88.14

・53林班へ～かおよび47林班り

・三本木営林鶏・昭18

萌芽整理試験林

①0.1･大阪府高槻市・昭59.12

②0.1・京都府京北町・昭59.12

列状混植賦験林･O.1・岡山市

祇園954林業試験場関西支場岡

山試験地・昭55.3

針広混交誘導試験林．1.5･

阪府箕面市神戸営林署蕊面国有

林72林班・昭61.3

林業試験場四国支場実験林

･林業試験甥四国支場椛内

・0.043プロットA･昭40.3

0.076プロットB・昭42.8

シイ用材林誘導試験林．0．99．

昭40.10

林業技術No.5321986.7

目 的

コナラを主とする壮齢林分（38

年生）を対象に，林冠疎開程度

と残存木の直径成長の関係，お

よび強・中度疎開箇所にスギの

下木植栽を行って人工林造成へ

の段階的転換の可能性を究明す

る

ブナ林の作業法

東北地方における天然生体の施

業法

シイタケ原木生産林の施業法の

砿立

シイタケ原木生産林の早期育成

法の確立

都市近郊風致林造成における針

広混交誘導法の確立

広葉早生樹の，四国地方におけ

る適応性を把握する

鰯告書名・刊行年）

広葉樹の施業法の解明一タイワ

ンフウの間伐後に発生した萌芽

数とその上長生長の推移一林業

試験場四国支場年報1982

暖帯地方の郷土樹種であるコジ

イ林について，用材椋としての

生産力，林内微気象，土壌水分

動態等を継続的に調査している

現況・データ・〔管理機関〕

次の処理拭験区が設定されている。

1.皆伐区，スギ新植2,800本/ha

2.強度疎開区：胸商直径18cm以上のも

のを50m3/ha残存,スギ下木植栽298"

*/ha

3.中度疎開区：胸商直径18cm以上のも

のを100m3/ha残存スギ下木植栽

2,800本/ha

4.弱度疎開区(2種)：胸澗直催10cm以

上のものを150m3/ha残存および各直

径階にわたって170m3/ha残存

5.無処理区：無施業として218m3/ha残

存

(報告鋤

・低質広葉樹林の大径材生産林への誘導

（I)，日林東北支誌31,(1979)

・低質広莱樹林の大径材生産林への誘灘

（Ⅱ)，日林東北支総34,（1982）

〔〃〕

'・青森営林局技術研究発表会記録26号

(1973)

2.日林東北支誌35号（1983）〔〃〕

設定後1年しか軽過していないのでデータ

はわずか。未発表

琳業試験場関西支濁造林研究室〕

植栽後5年間の生長獄データがある。未発

表

〔〃〕

61年3月設定直後で，ヒノキ25年生人工林

を間伐し樹下植栽を終え活蒋を確認した段

階

〔〃〕

プロットA(ヒノキ2等地相当）

林齢20年時ha当たり

平均直径16.2cm本数1,260*

平均樹高13.1m断面職26.6m2

材載186.9m3

プロットB(ヒノキ2零下地相当）

林齢18年時ha当たり

平均直径12｡4cm本数2,570*

平均樹高11.9m断面職34．8，2

材秋221.3m3

〔林試四国支場調査室〕

萌芽更新（林齢35年生）

（昭56.8繍迩D>4cm)

本数3,556本/ha

平均直径120cm

平均樹高12.7m

断面讃48.0m2/ha

材談368.6m3/ha

l)日林誌44,350～359,1962
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樹種｜名称・面積(ha)･場所・設定年月目 的

広葉樹見本林

一
フ

樹

クサ

名称・面積(ha)・場所・股定年月目的

サクラ保存林．5.78・浅川実験サクラの品種の保存

林3～6林瑳・昭42～46

現況・データ・管理槻関

浅川実験林のさくら1981

琳業試験場浅jII実験林業務室〕

種

ケヤキ

〔〃〕

カツラ

〔〃〕

同上 無コナラ

〔〃〕

同上 |無クヌギ

〔〃〕

同上ホオノキ

無

日林関東支部大会論文集，1982〔〃〕

オニグルミ 同上

|蔑噸蕊支離大会毒蕊,‘"‘〔"】
無

〔〃〕

|'" 〔〃〕

同上トチノキ

同上シラカシ

林業技術No.5321986．7

コジイ

クヌギ

カシ類

ツプラジィ（コジィ）

択伐試験地｡0.33内（0,033)，

①､033)・昭57.11

混牧林施業試験地．O‘15．昭

57．11

暖帯広葉樹の成長および林分栂

造の研究試験地．0．88・長崎県

西杵郡大瀬戸町平国有林8と

昭14

コジイ用材生産を目的とした択

伐林（回帰年20年）

クヌギ林の林分椛造の推移，生

長などの特性を知り，適切なク

ヌギ混牧林地の施業方法の指針

を得る

暖帯広葉樹林の施業指針を得る

ため，シイ・カシを主とする天

然生林に択伐・皆伐・無施業の

相違による成長と林分椛造の変

化の調査。材横成長量は択伐区

で増大，皆伐区で減少，無施業

区は一定。シイ類の成長量がカ

シを上まわるのでカシ類を優位

に保つには択伐の操返しが必要

2)日林誌50，7～13，1968

3)日林九支研輪27，23～24,1974

の〃34，147～148,1981

5）〃36，171～172,1983

〔林試九州支場造林第2・土壌W院室〕

択伐区(択伐後)l70m3(林齢32年）1983.1

対照区265,3（〃）

1)日林九支研論3?，117～118,1984

2）〃38，33～34，1985

3）〃39，投稿中，1986

〔林試九州支場育林部・経営研究室〕

萌芽3年生（1985.11）

プロット1（萌芽整理区）樹高2.9m

プロット2（〃）〃2.9m

プロッI､3（放置区）〃3.0m

(報告書）無 〔〃〕

設定後32年までの報告

林試研報106（1958）

林野月報告書（1961）

林試研報298（1977）

"314（1981）

〃331（1989

〔休業試験場経営第二科〕

カツラ見本林．0．17・浅川実験

林8は・昭5

同上
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唾垂墨一…〃 ＝屋三猿一圭跡亜唾二屯

匹圧S圧▲胆⑪ 全国林業試験指導機関の紹介

47．静岡県林業試験場

一一

1．沿革

静岡県の林業界では昭和28年ごろ品種系統の重要性

が叫ばれ，精英樹の選抜やサシキ造林に対する関心が高

まり始めていたが，昭和29年には箱英樹選定委員会が

設置され，全国に先駆けて精英樹の選抜が始まった。こ

の「精英樹選抜運動」はその発見者に知事賞や賞金を授

与するというもので，林木育種に関する林業家の関心と

意欲が急激に高まっていった。このような林木品種の改

良に対する強い世論は試験研究犠関建設へと発展し，昭

和32年に育種研究を核とした造林研究中心の林業試験

場が，天竜林業地の玄関口に当たる浜北市北端（旧赤佐

村）の高台に建設された。

当初は育種課,経営課,庶務課の3課と上狩野分場（わ

さび研究)で出発したが，36年にはわさび研究力蛍農業サ

イドへ委譲されたため，上狩野分場は腿業試験場へ移管

された。その後43年には林業機械化指導所が川根分場

として，採穂園管理やサシキ育苗の一部を分担したが，

47年に川根育種場と名称変更し金谷林業事務所へ移管

された。昭和45年には県内研究機関の制度改正により

スタッフ制が導入され，課制が廃止された。また，昭和

59年には普及スタッフが配置され現在に至っている。

2．組織

（昭和61年4月1日現在）

〔所在地〕浜北市根堅2,542の8〔要員〕23名

林業技術No.5321986.7

場長÷研究技隙一'一

総務課(5)

育林スタッフ(8)
育種，育林，保謹，経営

林産スタッフ(7)
木材加工，特用林産，環境緑化

企画・普及スタッフ(1)
~‘瞳'“綴鰄ジツ/w

《3》鴎内兼務職員で外数）

3．施設

(1)土地6.0211a

建物敷地1.00ha,苗畑・試験地4.59ha,公舎敷地

0.12ha,道路敷地0.30ha

(2)建物

本館895IIf,しいたけ栽培管理舎33.0m2,菌類培義

舎10.0m2,農薬肥料舎23.11n2,堆肥舎・器具置場およ

び休憩舎144.4m2,獣類飼育舎203.71n2,温室，ガラス

室等361.011f，車庫69.9nf

4．業務の内容

試験研究課題は県農林水産技術会議制度にそって，県

関係課，農林事務所，関係団体，林試協力員等（林家，

山林苗木生産者，シイタケ生産者，緑化木生産者）から

要望のあった事項を毎年8月林業部会(部会長林試場長）

で協議検討し，次年度に取り上げる研究課題，継続課題

（内容変更も含む）を選定する。課題原案はこれらの課

題に国費補助試験および他機関，大学（県立）との共同

研究を加えて作成し，事務局へ提出，林業幹事会の審議

を経て，本会議で採決決定する。

昭和61年度の研究課題は，①森林資源の育成と生産

性の向上，②県産材の有効利用開発，③地域林業の育

成，④森林環境の保全と活用の4つの柱を研究目標にお

き，14課題，34細目課題で実施している。試験研究費

は20,891千円であるが，このうち，県単26課題13,726

千円，国補助6課題6,660千円，共同研究2件505千円

である。

（1）森林資源の育成と牛産性の向上

森林資源の生産性の向上のために，バイオテクノロジ

ー等による優良品種の創出，地域に即した優良材の早期

生産技術，健苗生産技術の改善，省力的森林造成法，高

能率集材システムの開発等の課題で研究を進めている。
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な収入源であるが，それらの生産技術は経験に依存する

ところが多い。当場ではシイタケ栽培技術を中心にその
しこう

改善に努めている。また，近年自然食品に対する嗜好性

の高まる中で，野生きのこ類の栽培の可能性を検討して

いるが，これと併行して本年度からバイオテクノロジー

による食用きのこの創作研究に取り組むことになった。

（4）森林環境の保全と活用

みどりの景観美とその活用を踏まえ，病虫獣害の防

除，都市および生活環境の緑化，自然環境の保全および

森林の公益的機能の維持増進等の課題について調査研究

を進めている｡このうち，森林保謹関係では，マツクイ

ムシおよびアカネトラカミキリなど穿孔性害虫の防除技

術，ノウサギの被害発生機構の解明と低密度化等を主要

項目としている。環境緑化では緑化造成地の土壌改良試

験に重点をおいている。また，森林保全，公益的機能等

の課題では治山緑化工，森林の理水機能，海岸林の施業

等の項目について研究を行っている。

5．成果の普及

研究成果の公表は，年度ごとの成績について年1回発

行の『業務成績報告』で行っているが，終了課題では

『研究報告』に発表するとともに，農林水産技術会議発

行の『試験研究成績普及カード』へ登載し実用化を進め

ている。また，年1回山林家，種苗およびシイタケ生産

者，林研グループ等を対象に研究発表会を開き，成果の

普及に努めている。さらに，研究等を通じて得られた知

見は県林業会議所の磯関紙『F&F』に投稿侮月）し，

身近な情報として提供している。

日常活動としては，樹木，きのこなどの鑑定依頼，病

害虫防除や育林技術に関する相談も多くあり，これらに

ついても積極的に対応しており，昭和60年度における

普及指導の実績は約1,300件，延べ5,700人に達した。

6．おわりに

昭和60年度に，各界の有識者等で構成する「林業試

験研究体制整備検討委員会」が設置され，林業試験研究

機関の将来の“あるべき姿”について検討していただい

た。その結果，同年9月嚥林，林業にかかる総合的試

験研究の展開と県民のために開かれた試験研究機関を目

ざし，新たに“静岡県林業技術センター(仮称)”を整備

する」よう提言を受けた。このため現在，提言の主旨に

そって新たな試験研究機関として整備すべく財･政当局と

折衝を重ねている。

（静岡県林業試験場研究主幹・縣富美夫）

林業技術No.5321986.7
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このうち，バイオテクノロジー研究は静岡のシイタケ

が特用林産物として重要な位置にありながら，原木不足

で将来が危ぶまれ，原木林の早期育成気運が強いことか

ら，これに要する優良なクヌギ，コナラ苗木の安定供給

を図るために始められた。この研究は組織培養による増

殖法での全国林試に先駆け，60年から取り組んでいる。

着手後まだ日が浅いが努力のかいあって，クヌギおよび

ヒノキの増殖については，明るい材料を得ている。枝打

ち，間伐の組み合せによる良質材生産技術は明らかにな

ってきたが，それぞれの環境に適用できる資料が得られ

ていないので，地域別枝打ち・間伐技術の確立のための

試験を続けている。

（2）県産材の有効利用開発

県産材の利用拡大を図るため，小径木・未利用広葉樹

の利用開発，木材の特性と付加価値向上などの課題で研

究を行っている。特に，付加価値向上の研究では耐光性

付与技術，木材の難燃化および防腐，防嶬，難燃性薬剤

の注入技術の開発に精力的に取り組んでいる。

しかし，当場における木材加工に関する研究は日が浅

く，十分な施設がないため，県工業技術センターあるい

は静岡大学の施設を借用して研究を進めている状態であ

るが，木質系ストーブの改良1研磨用木炭（駿河炭）の

電気炉製炭法の開発などの成果を上げている。

（3）地域林業の育成

地域林業の構造変化の特性をつかみ，実状に即した組

織化モデルの作成および農林家の生産活動の活性化とそ

の収益性向上のため調査研究を進めている。一方，きの

こ類を中心とする特用林産物は農山村地域における重要



18

二一霊＝

48．奈良県林業試験場
＝一

凋趨"I扇烈

ー

心

、

‐

■

1 ．沿革

当場設立の経過を振り返ると，前身として製材技術指

導所と林業指導所の開設が挙げられる。昭和28年ごろ

県内の林産業界では製材工場の設備の近代化と目立技術

の向上を図るため，技術指導機関設置の要望が高まり，

昭和31年3月，桜井市に製材技術指導所が開設され

た。昭和30年代半ばになり，さらに林業技術の改革，

経営の体質改善の重要性が再認識され，試験研究の充実

強化のために林業指導所が，昭和38年4月，高市郡高

取町に開設された。両撰関の設置後，林業，林産業界は

高度経済成長に伴い,山村の過疎化,需要拡大による外材

輸入の依存など織造的な変化をもたらした。このため林

業指導所の整備拡大，木材加工部門の設置が提案され，

昭和49年11月，製材技術指導所を統合し林業試験場と

改称されて現在に至っている。

2．組織

場長一主幹一

総務課(7名）：庶務，会計，施殺管理

（現業職員2名を含む）

経営課(7名）：経営，機械化，特塗，緑化

造林課(9名）；土壌，育林，育種，保灘，

育種事業

木材加工課(7名）：製材，乾燥，切削加工

木材化学課(7名）：強腱，築成材，保存，化学

企画情報係(5名，兼務）：企画鯏盤，広報，研.－軸ﾐl凶'晒午i《1ホK、二面》訓是砺ノ5ユビ凹刷蝿雛

修計画

3．施設

1）場内用地:25,4501112(建物敷地，見本園，

穂園）

林業技術No.5321986.7

苗畑，採

…ー一一一一~……~

2）建物：木館（7361112)，研究棟(792nf),研修

館(3331IlZ),展示館(1341n3),木材加工実験棟(797

'''2),機械等実験棟(501n12),付属施設9棟(2571112)

3）室生林木育種閲

①用地:52,700nf(倉庫等敷地，採穂園，苗畑）

②建物：作業場(43m9),機械倉庫(40nf),種子精

選場(701n2)

4．業務の内容

主な経常的業務としては，(1)試験研究，(2)普及指導，

(3)林木育種事業等である。

（1）試験研究

県の林業，林産業振興を目標とする行政の推進に直結

した技術革新を目ざし，実用技術の開発，近代化を図る

ことを基本方針としている。

昭和61年度の試験研究課題は,国補試験で7課題（大

プロ3，地域パイテク1，システム2，中企庁1)，県

単試験で23課題となっている。

研究課題の中で主要なものは，次のとおりである。

○木材の新利用技術の研究：地域資源（天然絞丸太，人

工綾丸太）を有効に利用（付加価値を高め，低迷してい

る林業，林産業界の活性化を図るため，木材の表面仕上

げ加工の研究成果を活用して天然綾丸太等から優良杢板

を採材するとともに，小径木より採材される単板を利用

してLVL等の面材料の製造技術を開発する。

O特産技術の研究：食生活におけるきのこ類の消費趣は

年々増大し，県内農林家の専業，複合経営の作目として

期待されている。食用きのこ栽培に当たりコストダウン

技術の開発普及に努めているが，高等植物に比べてプロ

l､プラスト化が比較的容易といわれるきのこについて，

原木不足，害菌による被害など障害が見られる昨今，課

題解決の有効な手段としてバイオテクノロジー（以下バ

イテクという）の技術による品種改良や新しい品種の作

出に着手することになっている。

○林木の優良品種の研究：林業の不振や外材の競合が激

化している現状から，県産材として銘柄化を確立すると

ともにさらに優良な品種を作出し，かつ短期間に大量増

殖する必要がある。近年林木におけるバイテクの技術開

発の進展により林木育種の効率化が期待され，本県でも

スギ，ヒノキ等について当技術の開発に着手することに

なっている。

○乾燥技術の研究：最近木材製品市場で製材品乾燥に対

する認細が高まり，伐倒から建築までいずれかの段階で
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割れ，狂いやカビの発生を防ぐための乾燥が必要であ

る。木場では昭和58年度に設置した除湿乾燥装置を使

用し，乾燥条件と乾燥速度および損傷（割れ，変色）な

ど効率的な除湿乾燥条件を究明する。また被乾燥材の種

類に合致した簡単で操作容易な乾燥室や制御装悩につい

て検討し，効率の良い除湿乾燥技術の手引書を作成す

る。

○集成化技術の研究：急激に変化しつつある集成材の需

要動向に対処して，県内に多くある未利用広莱樹を活用

し，洋室向きの集成材としての技術を検討しながら製造

技術を確立したい。この研究は継続研究中の「湾曲集成

材製造技術の開発｣，「マイクロ波による曲げ木加工技

術の開発」とともに今後の木材需要に大きな比重を占め

ると予想される集成材の用途拡大に役だつ成果が提供で

きるように努めていきたい。

○バイオマス変換技術の研究：これまで有効な利用方法

がなかったスギ，ヒノキの樹皮を和紙原料として利用す

るため,実験室的な段階の研究を終了したので,61年度

は実用化するための諸問題について検討したい。

（2）普及指導

林業（経営課，造林課）関係では，行政と連絡を取り

ながら凋査研究を行った成果を活用し，コンサル的業務

に取り組んだり，あるいは林業改良指導員，股業改良普

及員を通じて，林業家等に対して効率的な普及指導を行

っている。林産業(木材加工課,木材化学課)関係では,県

内600余の製材(加工)工場ならびに40余の築成材製造

業を中心とする木材加工業者に対して，それぞれの研究

成果を活用しながら巡回技術指導や誰習を行っている。

19

~~＝

（3）林木育種事業

宇陀郡室生村で採種穂園礎理,精英樹および抵抗性
クローンの増殖を行っている。また精英樹クローン苗木

を比較植栽して，その成長過程を調査するため，県下に

検定林25カ所を設定している。

5．研究成果の普及

研究成果の公表は，年1回の研究報告・林業資料・木

材加工資料・業務報告および年4回の林試情報，さらに

県林業改良普及協会発行の普及誌“みどりの大和”を通

じて行っている。その他，学会，研究会，業界誌への発

表,投稿も行っている。60年度における報告書以外の内

容を挙げれば次のとおりである。講演会(研修会も含む）

42件,場の見学者330名，技術相談1,540件，研修館の

利用者2,300名。

6．今後の課題

本県では,l昭和59年4月に奈良県21世紀委員会の提

言を基本として，「奈良県長期基本構想」が策定され，

産業振興のため7項目の基本方向を掲げているが，中で

も特に技術開発の推進の重要性が強調されている。この

ような背景の中で，昭和59年6月に産学官の代表で構

成する技術開発推進懇話会（下部組織として専門的に検

討するため商工専門部会，農林専門部会併設）力穀置さ

れた。61年度中に各専門部会で先端技術の開発と活用

等について検討を行い，懇話会より提言を受けることに

なっている。当場も腿業，畜産両試験場との連携を密に

しながら，行政とも備報交換等交流に努め，技術革新の

進展に対応できるようにいっそうの飛躍を目ざしていき

たいと考えている。（奈良県林業試験場主幹・福留保）

日林協刊行図書(興林会当時)の収集ご協力のお願い
本会の前身である興林会の刊行図書の収集については，本誌上でも再三ご協力のお願いを申し上

げ，一部についてはご提供をいただいておりますが，なお下記の図書が未柿充となっていますので，

収集にあたりさらに会員諸氏のご尽力を賜わりますようお願い申し上げます。〔資料室〕
〔連絡先〕〒102東京都千代田区六番町7日本林業技術漉会資料室晒話03-261-5281(内線441･鈴木）

※図書のご提供の際には，送付される前に係までご連絡下さい。

記

1．興林叢書の分布に及ぼす影響（昭16）
No.19富樫兼次郎日本海北部沿岸地方における砂防造宮崎榊四国森林植生と土壌形態との関係に就て（昭
林（昭14.8）17）

No.21岩崎直人(訳）造林と森林気象（昭16,7)3.林業解説シリーズ（北海道林業会発行）
2．単行書No.5縞集室北海道林業人名帖（昭23)
渡辺福寿ぶな林の研究（昭13)No.7座談会山火事（昭23)
武田久吉吾妻火山群の植物景観（昭13)No.8小林準一郎ばるぷ工業（昭23)
河田窓四季を通ずる降水量の配布状態がスギ・ヒノキ
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小
屋
で
昼
食
。
今
日
は
あ
ま
り
に
も
塔
い
か
ら
、
昼
間

は
ゆ
っ
く
り
休
も
う
と
い
う
こ
と
で
昼
寝
を
す
る
。
小
屋

の
中
も
す
ご
く
暑
い
が
、
身
体
の
芯
か
ら
も
ま
た
熱
気
が

わ
き
出
て
く
る
み
た
い
だ
。
し
か
し
い
つ
か
深
い
眠
り
に

お
ち
た
。

四
時
、
も
う
陽
が
西
に
傾
き
、
山
が
か
げ
り
は
じ
め
た

こ
ろ
か
ら
作
業
を
再
開
す
る
。
炎
天
下
の
労
働
に
く
ら
べ

る
と
、
ま
る
で
ウ
ソ
の
よ
う
に
身
体
も
ら
く
で
あ
る
。

そ
の
か
わ
り
、
と
い
う
か
、
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
テ

ジ
ロ
ア
プ
に
囲
ま
れ
る
。
ふ
つ
う
の
ア
ブ
よ
り
小
さ
く
て

手
の
先
が
白
い
も
の
だ
が
、
朝
夕
、
陽
が
か
げ
る
と
群
れ

を
な
し
て
、
我
々
を
襲
う
の
で
あ
る
。
腹
に
背
中
に
顔
に

馨愛

(画・錐者）

私
は
釣
糸
を
巻
き
竿
を
折
り
た
た
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
今

で
は
林
道
が
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
ウ
ズ
ラ
谷
へ
入
っ

て
行
っ
た
。

二
十
七
年
前
に
我
々
が
住
ん
だ
山
小
屋
は
、
そ
の
ま
ま

の
姿
で
残
っ
て
い
た
。
だ
が
屋
根
や
壁
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

く
ず

破
れ
、
床
板
も
朽
ち
て
し
ま
っ
て
、
蔦
が
壁
に
は
い
上
が

っ
て
い
る
。
土
間
に
捨
て
ら
れ
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン

ベ
も
眼
に
つ
い
た
。
あ
の
時
代
我
々
は
ま
だ
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
は
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
後
に
小
屋
に
住
ん
だ
者
が
使

っ
た
の
だ
ろ
う
。

私
は
ま
た
小
屋
か
ら
谷
川
の
ほ
う
へ
行
っ
て
み
た
。
そ

こ
は
か
つ
て
米
や
食
器
を
洗
っ
た
り
、
水
浴
び
を
し
た
渓

流
で
あ
る
。
そ
の
両
岸
の
杉
林
も
二
十
七
年
の
年
輪
を
重

“
つ
つ
そ
み
》

ね
て
成
長
し
、
鯵
蒼
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
流
れ
だ
け
は

昔
の
ま
ま
で
あ
る
。

私
は
思
い
出
し
た
。
い
つ
だ
っ
た
か
夜
中
に
に
わ
か
雨

が
降
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
谷
川
に
は
夕
食
を
す
ま
せ
た
後

の
鍋
や
食
器
を
つ
け
て
い
た
が
、
そ
れ
が
流
さ
れ
る
と
い

っ
て
慌
て
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
だ
れ
だ
っ
て
温
い
寝

床
か
ら
雨
の
中
な
ど
へ
出
た
く
は
な
い
。
で
は
ジ
ャ
ン
ケ

ン
を
し
て
負
け
た
者
が
行
こ
う
、
と
な
っ
た
が
、
麦
飯
の

と
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
刺
す
。
さ
ら
に
夕
悪
れ
が
近
づ
く

と
、
ブ
ュ
の
群
れ
も
加
わ
っ
た
。

だ
が
昼
間
ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
分
を
取
り
返
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ア
ブ
や
ブ
ュ
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
ま
た
自
ら
も
や

を
痛
い
立
た
せ
よ
う
と
し
て
歌
も
歌
っ
た
。
谷
間
に
夕
篭

が
流
れ
て
、
雑
草
と
杉
の
苗
木
の
見
分
け
が
つ
か
な
く
な

る
ま
で
側
い
た
。

嫌
い
な
Ｔ
だ
け
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
も
い
や
だ
と
い
う
。
彼
は

大
男
の
く
せ
に
怖
が
り
屋
で
、
暗
く
な
る
と
一
人
で
は
小

屋
の
外
へ
は
一
歩
も
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
局
四
人
全
員

で
出
か
け
た
の
だ
っ
た
。

ま
た
別
の
日
に
、
仕
事
は
休
み
と
し
て
み
ん
な
で
コ
サ

メ
（
ア
メ
ノ
ウ
オ
）
と
り
に
興
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

コ
サ
メ
は
八
月
に
も
な
る
と
釣
る
の
が
難
し
く
な
る
。

そ
こ
で
我
々
は
水
眼
鏡
で
の
ぞ
き
、
ヤ
ス
で
突
く
方
法
を

と
っ
た
。
浅
瀬
の
石
を
動
か
し
た
り
、
あ
る
い
は
淵
に
潜

っ
て
魚
を
追
っ
た
り
し
た
。

ひ
ろ
み
が
わ

そ
の
こ
ろ
広
見
川
流
域
に
は
ま
だ
天
然
林
も
か
な
り
残

っ
て
お
り
、
ま
た
林
道
も
奥
地
ま
で
は
入
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
川
も
荒
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
両
岸
か
ら
木
の
枝

が
重
な
り
合
っ
た
下
の
薄
暗
い
淵
に
は
、
大
小
数
多
く
の

コ
サ
メ
が
悠
然
と
泳
い
で
い
た
。

我
々
の
姿
に
驚
い
た
コ
サ
メ
は
、
淵
に
沈
ん
で
、
石
の

下
や
岩
の
割
れ
目
に
身
を
潜
め
る
。
ぴ
た
っ
と
く
っ
つ
い

て
、
眼
だ
け
は
用
心
深
く
こ
ち
ら
の
動
き
を
見
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
眼
の
美
し
さ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
青
黒
く

光
る
魚
の
眼
は
、
ま
さ
し
く
冷
め
た
く
澄
ん
だ
水
に
よ
っ

て
磨
か
れ
た
宝
石
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
淵
に
も
浅
瀬
に
も
コ
サ
メ
は
あ
ふ
れ
る
ば
か
り

ほ
う
じ
ょ
う

に
い
た
。
今
か
ら
思
え
ば
ま
る
で
幻
の
よ
う
な
畿
穣
さ
で

あ
っ
た
。

我
々
は
魚
を
と
り
な
が
ら
、
三
キ
ロ
ば
か
り
も
川
を
下

り
、
広
見
川
の
開
拓
部
落
の
ラ
ジ
オ
（
擁
帯
ラ
ジ
オ
も
ま

だ
珍
し
く
て
山
小
屋
に
は
な
か
っ
た
）
で
、
夏
の
甲
子
園

野
球
の
中
継
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
ん
な
楽
し
い
一
日
も
あ
っ
た
。
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雨
の
中
で
働
く
と
い
う
の
は
、
た
し
か
に
気
分
的
に
は

う
っ
と
う
し
か
っ
た
が
、
仕
事
の
ほ
う
は
は
か
ど
っ
た
。

木
や
草
が
濡
れ
て
い
る
ほ
う
が
、
鎌
の
切
れ
は
よ
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
日
照
り
の
暑
さ
に
比
べ
て
肉
体
的
に

も
ら
く
だ
っ
た
。

ど
こ
の
山
で
も
そ
う
だ
が
、
夏
の
下
草
刈
り
に
と
っ

て
、
暑
さ
こ
そ
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
宿
命
と
も
い

え
る
。
植
林
を
し
て
四
、
五
年
生
ま
で
の
山
林
で
は
木
陰

が
な
く
、
何
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
斜
面
が
、
一
面
炎
天
下

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
の
暑
さ
は
や

む
を
え
ぬ
こ
と
と
あ
き
ら
め
て
あ
え
ぎ
な
が
ら
働
く
の
だ

が
、
な
お
耐
え
が
た
い
ほ
ど
の
灼
熱
の
日
が
、
夏
の
間
に

二
日
か
三
日
は
あ
る
。

つ
ぎ
は
昭
和
三
十
四
年
八
月
十
六
日
の
記
録
で
あ
る
。

午
前
十
時
、
太
陽
は
山
の
斜
面
の
真
正
面
か
ら
照
り
つ

け
る
。
こ
の
夏
は
じ
め
て
の
猛
暑
で
あ
る
。
仲
間
た
ち
の

作
業
衣
は
汗
の
た
め
に
ぐ
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
い
る
。
私

の
ズ
ボ
ン
も
ず
ぶ
濡
れ
、
だ
が
私
だ
け
は
い
つ
も
の
よ
う

に
上
半
身
裸
だ
。
噴
き
出
す
汗
は
す
ぐ
に
乾
い
て
、
背
中

や
腹
の
肌
が
ひ
・
き
つ
る
よ
う
に
痛
む
。

一
面
茂
っ
た
斜
面
に
、
蒸
し
暑
い
草
い
き
れ
が
立
ち
こ

め
て
い
る
。
陽
に
乾
い
て
光
る
茅
の
穂
、
そ
の
茎
は
も
う

山
峡
の
譜

ウ
ズ
ラ
谷
ｌ
夏
の
下
草
刈
り
、

宇
江
敏
勝

す
っ
か
り
堅
く
て
、
鎌
で
力
ま
か
せ
に
た
た
か
ね
ば
切
れ

と
い
し

な
い
。
鎌
の
刃
は
と
き
ど
き
砥
石
に
唾
を
つ
け
て
研
ぐ
の

だ
が
、
の
ど
が
乾
い
て
唾
も
も
う
出
な
く
な
っ
た
。

日
ざ
し
は
さ
ら
に
き
び
し
く
な
っ
て
き
た
。
汗
は
拭
い

て
も
拭
い
て
も
噴
き
出
し
て
く
る
。
頭
の
芯
が
痛
く
な

る
。
足
が
ふ
ら
つ
き
、
手
も
と
が
狂
っ
て
杉
の
若
木
も
草

と
い
っ
し
ょ
に
切
っ
て
し
ま
う
。

暑
い
／
、
か
な
わ
ん
の
う
ノ
．
と
私
の
下
を
刈
っ
て
い

る
三
人
の
仲
間
が
こ
も
ご
も
に
叫
ぶ
。

も
う
向
こ
う
の
境
界
ま
で
刈
っ
た
ら
昼
休
み
に
し
よ
う

ら
よ
、
と
Ｔ
が
言
う
。

刈
っ
た
者
か
ら
休
み
や
ぜ
、
が
ん
ば
ろ
う
ら
よ
、
と

Ｍ
・

私
は
高
校
生
の
こ
ろ
の
長
距
離
レ
ー
ス
を
思
い
浮
か
べ

る
。
特
に
ゴ
ー
ル
を
目
前
に
し
て
か
ら
の
苦
し
さ
。
も
う

よ
そ
う
、
投
げ
出
し
て
し
ま
お
う
、
そ
う
思
い
な
が
ら
も

必
死
で
刈
り
続
け
る
。
や
は
り
自
分
だ
け
脱
落
す
る
の
は

不
名
誉
だ
か
ら
で
あ
る
。

四
人
は
競
い
合
っ
て
、
や
っ
と
目
標
の
地
点
ま
で
刈
り

終
わ
っ
た
。
と
た
ん
に
草
む
ら
の
中
へ
坐
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
眼
下
に
自
分
た
ち
の
山
小
屋
と
、
そ
ば
を
光
り
な

が
ら
流
れ
て
い
る
谷
川
が
見
え
る
。
水
だ
、
も
う
す
ぐ
あ

の
水
を
存
分
に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
早
く
水
が
飲
み
た

い
、
そ
う
思
い
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
は
立
ち
上
が
る
気
力

も
な
か
っ
た
。

ふ
ら
つ
き
な
が
ら
山
を
下
っ
た
。
だ
が
小
屋
に
近
く
な

る
と
、
水
へ
の
渇
望
に
か
ら
れ
て
走
り
出
す
。
ト
タ
ン
ぶ

き
の
小
屋
の
中
に
は
む
っ
と
す
る
よ
う
に
熱
気
が
満
ち
て

蟹
や
は
ん

い
る
。
地
下
足
袋
と
脚
絆
を
む
し
り
取
り
、
汗
ま
み
れ
の

ズ
ボ
ン
も
脱
い
で
土
間
に
た
た
き
つ
け
た
。
す
す
で
黒
く

な
っ
た
大
き
な
薬
缶
に
冷
え
た
お
茶
が
あ
る
。
私
は
砂
糖

を
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
お
茶
を
ぶ
つ
か
け
る
。
仲
間
も
ど
っ

と
囲
ん
で
、
待
ち
き
れ
な
い
よ
う
に
砂
糖
と
薬
缶
を
私
か

ら
奪
っ
た
。
砂
糖
茶
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
飲
む
。
冷
た
く

甘
い
も
の
が
の
ど
を
通
っ
て
い
く
感
覚
に
酔
い
し
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。
も
う
一
杯
、
さ
ら
に
一
杯
、
総
け
ざ
ま
に

コ
ッ
プ
四
杯
を
飲
み
干
し
た
。

そ
れ
か
ら
汗
を
流
し
に
谷
川
へ
出
か
け
る
。
み
ん
な
パ

ン
ツ
も
脱
い
で
素
っ
裸
に
な
っ
て
、
浅
瀬
に
腹
ば
い
に
な

っ
た
り
、
仰
向
け
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
水
の
冷

気
が
ほ
て
っ
た
身
体
の
芯
ま
で
し
み
入
る
よ
う
だ
。
頭
に

も
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
と
水
を
浴
び
せ
た
り
、
ま
た
水
を
飲
ん

だ
り
す
る
者
も
い
る
。

お
ま
え
の
ム
ス
コ
は
大
き
い
の
う
、
と
よ
う
や
く
冗
談

も
飛
び
出
す
。

娘
ら
が
こ
ん
な
格
好
を
見
た
ら
び
っ
く
り
す
る
や
る
の

う
、
と
言
う
者
も
あ
る
。

き
っ
と
喜
ぶ
ぜ
、
よ
り
取
り
見
取
り
や
、
と
私
。

水
を
た
ら
ふ
く
飲
み
、
汗
を
洗
い
流
し
、
や
っ
と
人
心

地
つ
い
た
気
分
、
だ
が
肉
体
的
に
は
く
た
び
れ
き
っ
て
い

る
。
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京都御苑・宗像神社のクス ニコン。ニッコール35ミリレンズ。トライX

〔熱田神宮の大クス〕
所在名古屋市熱田区新宮坂町。熱田神宮境内
交通名鉄神宮前駅または東海道本線熱田駅下車
特徴周囲目通り6.45m･樹高25m･樹齢1300年

〔京都御苑・宗像神社のクス〕
所在京都市上京区京都御苑内。宗像神社境内

交通京都駅前より地下鉄丸太町下車
特徴胸澗周囲4.85m･樹高18m・樹齢約400年

む
な
か
た

側
京
都
御
苑
・
宗
像
神
社
の
ク
ス
‐
ｌ
坐
冥
族
の
風
ぼ
う

を
残
す

こ
の
風
流
な
樹
相
を
し
た
ク
ス
と
出
会
っ
た
と
き
、
即

座
に
熱
田
神
宮
の
ク
ス
ノ
キ
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
だ
け

対
象
的
で
印
象
的
だ
っ
た
。

根
元
の
一
メ
ー
ト
ル
ち
ょ
っ
と
の
と
こ
ろ
か
ら
突
出
し

た
コ
ブ
は
、
ま
さ
に
鼻
そ
の
も
の
の
形
で
、
し
か
も
、
あ

る
種
の
自
信
と
誇
り
を
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
額
の
部

に
し
め
縄
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
上
部
は
ま
つ
す
ぐ
に
天
に

向
か
っ
て
伸
び
て
い
て
、
あ
る
気
品
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
木
の
あ
る
宗
像
神
社
は
御
苑
の
一
角
に
あ
る
が
、

く
げ

か
つ
て
た
く
さ
ん
散
在
し
て
い
た
旧
宮
家
や
公
家
の
屋
敷

を
整
備
し
て
、
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

こ
の
区
域
は
東
西
七
○
○
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
、
三
○
○

メ
ー
ト
ル
、
整
然
と
し
て
ご
み
ひ
と
つ
落
ち
て
い
な
い
清

潔
さ
は
、
人
の
心
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
。
御
苑
の
中
に

は
ア
カ
マ
ッ
、
ク
ロ
マ
ッ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
エ
ノ

キ
な
ど
が
一
万
本
近
く
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
も

み

「
宗
像
神
社
の
ク
ス
」
を
観
て
い
る
と
、
い
か
に
も
貴
族

的
な
気
品
を
感
じ
る
の
だ
っ
た
。

さ
し
ず
め
、
こ
の
ク
ス
は
「
貴
族
の
ク
ス
」
と
で
も
命

名
し
た
ほ
う
が
似
合
う
か
も
し
れ
な
い
。

宗
像
大
神
は
、
海
上
交
通
の
守
誰
神
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
御
苑
内
の
宗
像
神
社
は
平
安
京
創
立
の
翌
年
（
七
九

五
）
太
政
大
臣
藤
原
冬
嗣
が
桓
武
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、

九
州
、
福
岡
の
宗
像
神
を
招
き
、
皇
居
鎮
謹
の
神
と
し
て

祭
っ
た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。

休業技術No.5321986．7
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熱
田
神
宮
の
大
ク
ズ

私
の
古
樹
巡
礼 ｡

ニ
コ
ン
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
ニ
八
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

胴
熱
田
神
宮
の
大
ク
ス
Ｉ
た
く
ま
し
き
裸
婦
像

熱
田
神
宮
の
境
内
に
は
、
カ
シ
、
シ
イ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
な
ど
の
照
葉
樹
が
繁
茂
し
て
い
る
が
、
中
で
も
七
本
ク

ス
は
有
名
で
、
い
ず
れ
も
巨
木
で
あ
る
。
御
神
木
と
さ
れ

る
ク
ス
は
拝
殿
の
左
手
前
に
巨
立
し
て
い
る
。

ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
ノ
命
が
め
で
ら
れ
た
木
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
、
一
説
に
は
弘
法
大
師
の
手
植
え
と
も
い
わ
れ
て
い

る
が
定
か
で
な
い
。
熱
田
神
宮
の
祭
神
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
ノ
命
ゆ
か
り
の
ク
サ
ナ
ギ
ノ
ッ
ル
ギ
と
タ
ケ
イ
ナ
グ
ネ

ノ
命
で
あ
る
。
イ
ナ
ダ
ネ
は
「
稲
穂
」
で
あ
る
か
ら
、
稲

作
が
早
く
か
ら
こ
の
地
に
伝
来
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

あ
ま

る
。
尾
張
の
地
は
海
人
族
系
で
あ
る
尾
張
族
に
よ
っ
て
古

く
か
ら
ひ
ら
か
れ
て
き
た
。
タ
ケ
イ
ナ
ダ
ネ
ノ
命
は
尾
張

の
祖
で
あ
ろ
う
。

尾
張
国
の
古
斌
群
は
、
熱
田
神
宮
を
中
心
と
す
る
地
に

集
中
し
て
い
る
と
い
う
。
古
代
に
お
け
る
尾
張
族
の
勢
力

腿
う
ふ
つ

と
活
躍
の
様
を
妨
柳
さ
せ
る
。
ま
さ
に
熱
田
神
宮
は
尾
張

族
に
と
っ
て
古
代
か
ら
の
「
鎮
守
の
森
」
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

さ
て
こ
の
御
神
木
は
お
そ
れ
お
お
い
こ
と
に
、
女
体
の

裸
像
そ
の
ま
ま
の
姿
を
し
て
い
る
。
お
腰
の
周
囲
に
し
め

縄
を
め
ぐ
ら
し
、
両
手
は
高
ら
か
に
天
を
指
し
、
腹
部
の
、
、

線
は
な
だ
ら
か
に
下
方
に
、
そ
し
て
そ
の
腰
部
は
、
数
多

の
子
を
育
て
上
げ
た
、
た
く
ま
し
さ
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
が
っ
し
り
と
巨
体
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ら
ん
じ
ゆ
く

私
の
眼
に
は
、
こ
の
御
神
木
は
燗
熱
し
た
、
た
く
ま
し

き
女
神
の
裸
像
と
し
て
写
っ
た
。

林業技術No,5321986.7
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6塾生沙(ズクエ程）

同
箱根寄木細工

製造工程

－

削

F

り
三
挽
割
叺
一

(挽割工程）

閻間

圖
罰

囹
閻
關

（寄木種板作りエ程）

訂唾I藍匿自側
｜
大
寄
せ
一 圓ｂ

Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

罰層閻(挽物）

團

し
て
知
ら
れ
、
箱
根
温
泉
の
湯
治
客
や
旅
人
へ
の
土

産
品
と
し
て
発
展
し
た
。
寄
木
、
木
象
嵌
、
組
木
な

ど
に
よ
る
挽
物
、
指
物
を
総
称
し
て
、
初
め
は
湯
本

細
工
と
呼
ん
で
い
た
が
、
明
治
以
降
箱
根
細
工
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
寄
木
細
工
は
、
弘
化

の
こ
ろ
（
一
八
四
四
’
一
・
八
四
八
）
に
畑
宿
の
石
川

仁
兵
術
が
、
独
特
の
寄
木
細
工
を
創
作
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
駿
河
の

府
中
（
現
在
の
静
岡
市
）
で
、
数
種
の
木
を
集
合
し

て
器
物
を
作
っ
た
駿
河
細
工
の
こ
と
を
、
俗
に
寄
木

細
工
と
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
箱
根
の
寄
木

細
工
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
定
か
で
は
な
い
。
な
お
、

こ
の
箱
根
寄
木
細
工
は
、
一
昨
年
国
の
伝
統
的
工
芸

品
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

原
材
料
寄
木
の
種
板
に
す
る
木
は
、
白
色
は
ミ
ズ

キ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
マ
ュ
ミ
、
黄
色
は
ニ
ガ
キ
、
ハ
ゼ

ノ
キ
、
ウ
ル
シ
、
茶
色
は
ホ
オ
ノ
キ
、
チ
ャ
ン
チ

じ
ん
だ
い

ン
、
エ
ン
ジ
ュ
、
黒
色
は
カ
ッ
ラ
神
代
、
黒
ガ
キ
な

ど
、
色
調
に
よ
り
五
○
種
以
上
の
木
を
使
っ
て
い

ブ
（
》
Ｏ
製
造
技
術
原
木
を
材
色
別
に
選
別
し
、
小
径
木
は

四
○
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
、
大
径
木
は
二
メ
ー
ト
ル
前
後

に
切
断
す
る
（
玉
切
り
）
。
こ
れ
ら
の
木
材
を
そ
れ

ぞ
れ
挽
割
り
し
て
、
小
径
木
材
は
井
桁
積
で
十
五
日

’
三
カ
月
程
度
、
大
径
木
材
は
立
て
か
け
て
六
カ
月

’
三
年
ほ
ど
自
然
乾
燥
を
行
う
。
乾
燥
材
を
所
定
の

寸
法
に
木
取
り
し
、
文
様
の
配
色
順
に
接
着
し
て
文

様
単
位
材
を
作
る
。
木
口
を
文
様
に
応
じ
た
角
度
に

削
り
落
と
し
た
文
様
単
位
材
を
、
組
み
合
わ
せ
て
接

着
す
る
と
単
位
文
様
が
で
き
る
。
単
位
文
様
の
寄
木

を
幾
つ
も
寄
せ
合
わ
せ
て
（
寄
せ
）
文
様
を
拡
大
さ
せ

る
（
大
寄
せ
）
と
組
織
文
様
の
寄
木
（
種
板
）
が
で
き

る
。
象
嵌
を
施
す
場
合
は
、
大
寄
せ
の
後
象
嵌
を
施

す
が
、
大
寄
せ
あ
る
い
は
象
嵌
さ
れ
た
種
板
の
各
面

か
ん
水

を
、
手
鉋
で
平
滑
に
仕
上
げ
る
。
指
物
は
こ
の
種
板

の
木
口
を
セ
ン
鉋
で
○
・
三
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
厚
さ
に

削
っ
た
ズ
ク
か
、
挽
き
割
り
し
た
種
板
を
器
物
の
表

む
く

面
に
は
る
。
無
垢
指
物
あ
る
い
は
挽
物
は
、
種
板
の

ま
ま
を
加
工
し
て
製
品
に
す
る
。
製
品
は
い
ず
れ
も

ろ
う
引
き
す
る
か
、
漆
で
す
り
漆
ま
た
は
木
地
呂
塗

り
を
し
て
、
つ
や
出
し
を
す
る
。
寄
木
の
文
様
は
、

幾
何
文
様
特
に
直
線
を
主
と
し
た
左
右
対
称
や
四
方

対
称
の
単
位
文
様
を
も
と
に
し
て
、
上
下
左
右
に
拡

大
し
て
い
っ
て
い
る
。
直
角
あ
る
い
は
角
度
を
つ
け

た
形
の
種
寄
木
の
ほ
か
に
、
多
角
形
を
無
法
則
に
並

べ
た
乱
寄
木
や
、
直
線
的
な
繰
り
返
し
の
筋
寄
木
が

あ
る
。
文
様
の
種
類
は
、
市
松
、
網
代
、
格
子
、

寵
す桝
、
う
ろ
こ
、
麻
の
葉
な
ど
、
そ
の
色
違
い
を
含
め

る
と
一
○
○
種
以
上
も
あ
る
。

生
産
地
小
田
原
市
足
柄
下
郡
箱
根
町

生
産
規
棋
企
業
数
三
一

従
事
者
数
九
二
人

年
生
産
額
三
九
、
九
○
○
万
円
（
内
伝

産
品
九
、
一
○
○
万
円
）

組
合
小
田
原
箱
根
伝
統
寄
木
協
同
組
合
〒
二
五
○

小
田
原
市
城
内
一
’
二
一
箱
根
物
産
連
合
会

内
電
話
○
四
六
五
（
二
二
）
四
八
九
六
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｢－

全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
員

金的… ､国師

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

凸

(写真・軸l1奈川県林試中川重年氏提供）指物（小繍）とズク材

4･箱根寄木細工

ぱ
・
一

正
倉
院
に
伝
わ
る
宝
物
の
中
に
木
画
の
手
筥
が
あ

る
が
、
こ
の
木
画
と
は
木
に
よ
る
表
面
加
飾
の
総
称

ぞ
う
が
ん

で
、
今
日
の
寄
木
と
木
象
嵌
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
寄
木
細
工
と
は
、
材
色
や

木
目
の
連
う
木
片
を
組
み
合
わ
せ
た
材
料
で
作
っ
た

り
、
そ
の
材
料
を
薄
く
削
っ
た
も
の
を
器
物
の
表
面

に
は
っ
た
り
し
た
細
工
物
の
こ
と
で
あ
る
。
寄
木
そ

の
も
の
は
、
加
飾
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
作
っ
た
部

材
で
あ
る
が
、
こ
の
単
位
文
様
の
寄
木
を
、
さ
ら
に

幾
つ
も
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た
組
織
文
様
の
寄
木

た
れ
い
た

（
種
板
と
い
う
）
を
材
料
と
し
て
作
っ
た
も
の
が
寄

木
細
工
で
、
箱
根
地
方
の
寄
木
細
工
は
、
木
象
嵌
、

組
木
な
ど
と
と
も
に
、
箱
根
細
工
と
し
て
有
名
で
あ

ブ
（
や
◎
製
品
箱
根
寄
木
細
工
に
は
、
種
板
の
挽
割
材
で
作

な
く

っ
た
無
垢
指
物
、
器
物
の
表
面
に
種
板
の
挽
割
材
を

は
め
込
ん
だ
り
、
種
板
を
薄
く
削
っ
た
ズ
ク
材
を
は

さ
し
も
の
ひ
食
も
の

っ
た
指
物
、
種
板
を
ロ
ク
ロ
で
挽
い
て
作
っ
た
挽
物

の
三
種
類
が
あ
り
、
小
箱
（
文
箱
、
硯
箱
、
整
理

箱
、
秘
密
箱
な
ど
）
、
盆
・
鉢
・
皿
類
、
茶
器
、
花

器
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
。

ほ
う
き

沿
革
箱
根
山
は
京
都
の
嵐
山
、
伯
耆
大
山
と
と
も

に
日
本
屈
指
の
樹
種
が
豊
富
な
所
で
、
山
麓
の
湯
本

に
は
古
く
か
ら
木
地
師
が
多
く
住
ん
で
お
り
、
数
種

類
の
木
を
集
め
て
器
を
作
っ
た
り
、
細
か
い
角
材
を

集
め
て
花
鳥
風
月
の
絵
や
文
様
を
作
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
、
箱
根
の
旧
街
道
が
開
か
れ
た
こ
ろ
、

湯
本
、
須
賀
川
、
畑
宿
は
精
巧
な
細
工
物
の
産
地
と
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用技術の開発に関する総合計画（バ

イオマス変換計画)」により，林業

試験場の研究成果を基に，民間の技

術開発力を導入，新しい木材の需要

分野を開拓しようとするものであ

る。

本年度から4カ年の総事業費は約

20億円見込まれ,このうち必要な国

費分については昨年にまとまった

「森林・林業，木材産業活力回復五

カ年計画」に計上されている。

農材鵜

木材から炭素繊維砂糖も

産学官の研究組合発足

リグニン，木炭などを有効に活用

し，炭素繊維，蛋白飼料，植物成長

促進剤などの珈業開発を図ろうと産

学官の三位一体による二つの技術研

究組合が発足，各方面から注目され

ている。

木材成分総合利川技術研究組合に

は，三菱重工，明治製菓，宝酒造，

十條製紙，日立造船など13社が参

加，木材炭化成分多用途利用技術研

究組合には，宮崎みどり製薬，住友

林業，チッソ,11本植生，北越炭紫

ぼど19社が参加している。

石油，石炭からナイロン，プラス

チック，医蕊品など多種多様な製品

が開発されているが，石油，石炭

は，もとをただせば木材であり，成

分は大差はないはず。しかも，木材

は石油などと異なり再生産可能な無

限の資源である。

「来るべき木材時代」(The

comingageofwood)がクレジン

ガー氏によって著されたのは1940

年代のこと。その後の科学技術の進

歩は目ざましく，昭和56年から進

ぬられている「生物資源の効率的利

木材成分総合利用技術研究組合

．「蒸煮・爆砕｣，酢酸などによる

晴機溶媒蒸解」などによってリグ

ニン，ヘミセルロースの分別処理技

術の開発。

・ヘミセルロースからオレゴ糖の精

製を行い甘味料の開発。リグニンか

ら炭素繊維，樹脂などの開発。セル

ロースからアルコール，蛋白質など

の開発。

1頁農ごPPpm＝＝■雪 一一＝‐ ＝趣合bF ’一・＝…&ジタ・が凸『′-t11翰一曾心…函-~一=壹一舂一=一一竈二三‐エ諾一＝_＝一す三三て＝一

森林は，適正に管理することによ

って永続的に利用できる，再生可能

な資源である。

戦後の積極的な造林施策により，

人工林が増加し，天然林が減少する

傾向が見られ，昭和41年から59年

の間に人工林が約240万ha増加し，

人工林率は32筋から40％に上昇し

ている。

この間の人工林の齢級織成の推移

を見ると，齢級別面積のピークがし

だいに齢級の高いほうに移動し，間

伐を必要とする4～7齢級の森林が

全体に占める割合は，41年の17％

から59年には55％に上昇している

醗議鍵謬鎮穂議罰蕊購鴬

待たれる人工林の

質的充実と天然林

の整備

万’1a

昭
和
41,

年

46

図･1 人工林の齢級構成 （万m)
百万仲‘
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…

ー

、

（図・1)。

一方，天然林の資源内容を

41年時点と比較すると,面談

は，拡大造林の推進により減

少したが,蓄積は,毎年1,100

万～1,900万m3の広葉樹丸太

が生産されたにもかかわら

ず，1億5,000万nf増加して

いる。

また，天然林蓄積の約7剛

を広葉樹が占めており，広菜

樹蓄蔵は，わずかながら増加

する傾向にある（図・2)。
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＝ 三

木材炭化成分多用途利用技術研究

組合

・効率的な炭化技術の自動化，開

発。

・農作物に木炭を施用する土壌改

良剤としての利用技術の開発。

・農作物のリンなどの吸収するV

A菌根菌増殖用資材としての木炭

利用の開発。

・木質活性炭による上下水道の浄

化性能向上技術の開発。

・木酢液の活用による植物生長促

進，抑制剤としての開発。

※「技術研究組合」は，鉱工業

技術研究組合法に基づき，所管大

臣の認可が必要，食品産業膜利用

技術組合などがあるが，林野庁関

係では初めて。研究により得た特

許などは「組合」に帰属すること

となっている。

言林政拾遣抄
＝

＝

呂＝

三
＝

ニー

里
二二

三
＝二

＝

三

i塚
三
＝宝

＝＝
＝

三慶長9年（16”，東海，東山，
三

言北陸道等，主要街道に，一里塚を設
＝

昌けることが定められた。江戸日本橘
三

三を基点として，一里（約4km)ごと
＝

三に標柱をたて，旅人の便宜をはかっ
三

三たのである。そこには塚だけではな
二二

三くエノキも植えられた。エノキが選
三

三ばれたことについて，こんなエピソ
ー

三一ドも伝わっている。
＝：

三家臣が徳川家康に何の木を植えた
三 よ

言らよいかと尋ねたとき，家康は「余
＝

三の木｣がよいと答えたという。それ
＝

三を家臣が「エノキがよい」と聞き連
＝・

言え，それでこの木が選ばれたとい
＝

三う°それにしても，エノキは大木に
＝

三なり，夏には葉を茂らせ，冬は葉を
三

三落とす。夏の日には緑陰をつくり，
：＝

三冬の日には日だまりをつくる。路傍

言の木には最適である。暑い真夏の昼
＝

三下がり，汗をふきふき歩く旅人たち
＝

舅は，はるか見える一里塚の大エノキ
三

三にどんなに力づけられたことか，涼
＝

冒しいエノキの根元に腰を下ろしひと
I＝

三息ついてまた歩き出す。エノキは木
＝

薑偏に夏と漢字で番くが，まさにぴっ
三

三たりの字である。
＝

三このような一里塚の大エノキに，
＝二

三
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＝ 古＝

三令汚十'211-1＋雨』晦6M全舛＃、W､一雨1郷＝福井県坂井郡金津町の一里塚

とエノキの大木

福井県坂井郡金津町の北陸道でお目三
にかかった。写真がそれである。高言

＝’

さは20mをはるかこえ，樹冠の広三
三

がりは9m四方にも及ぶ，堂々たる三
三

大木である。かつては，道の両側に三
＝

あり，東側に2本，西側に'本茂っ三
＝

ていたといわれるが，今は西側の，三
:＝

:＝

本 だけである。＝
薑

北陸道を加賀方面から入ってくる三
呂呂

と細呂木の関所があった。それをよ1三
匿

うやく越えてここで一服した。塚に苣
三

は｢千束一里塚｣(千束は地名）と三
表記してある。大名行列も通ったと三

三

いう。大勢の武士たちが一度に休め三
＝－

る日陰を，この木は作ってくれたで言
あろう。また，秋には甘い小さなエ三

＝

ノキの実を食べた旅人もいたに違い昌
匡

ない。現在のような車時代の道路で旨

は'考えもつかないことである。，冒｜
なまI冒

道には人々の生の息吹きが満ちて眉
筐

いた。こんなことを考えていると，匡
’三

ふと，エノキのそばに100年前のわ三
＝

たしの父祖が立っている幻想におそ皇
＝目

われた。わたしはこの地で生まれた薑
＝

のである。三
＝

（筒井辿夫）三
＝

三
二呂

三

三

b沙一浬一彦存五曲■専凸写華垂…ごこ…函1

団塊をなす成育途上の人工林につ

いては，間近に迫った主伐時期に備

えて，保育，間伐等の適正な管理を

行い，その質的充実を図ることが重

要となっている。

天然林については，薪炭林等とし

て利用されていた広葉樹林が，燃料

革命により，現在では低位な利用に

とどまっているものも見られる。ま

た，林齢が高くて蓄積の多い天然林

は，自然公園等として，自然環境や

国土の保全を図るため，伐採の制限

を受ける場合が多い。

天然林は，内装用材や家具用材あ

るいは特用林産物生産のための原木

供給源として，また，生活環境の保

全・形成，レクリエーションの場と

して期待が高まっており，これらの

ニーズにこたえるため，天然林施業

を積極的に推進し，その整備に努め

ていくことが必要となっている。
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識臺三編著

宇宙から見た
世界の森林
一さまざまな森林

のかたちと変化をめ

ぐって

共立出版

〒11.2束京都文京区小日向4-6-19

（毒03-947-2511）

昭和61年4月1日発行

A4判,149頁
定価10,000円（〒料込み）

半田良一編著

変貌する製材

産地と製材業

日本休業調査会

〒162束京都新宿区市ケ谷本村町3－26

（雷03-269-3911）

昭和61年4月5日発行
A5判,320頁

定価2,300円（〒300円）
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ランドサットが地球表面の映像を

送り始めて，もう10年にもなる。

その珍しさに驚き，美しさにただ感

動していた時代はもはや過ぎ去ろう

としている。すでに進められている

ように，その情報をどう読み，それ

を現代に，そして未来にどう生かす

かということが，今後もますます重

要なことになる。

なるほど地球表面の7割は海であ

る。しかしその残り3割の陸地に，

50憶近い人々が住み，その陸地を彩

るものが緑の植生である。そしてそ

の植生の中で，もっとも発達したも

のが森林である。著者たちは，この

森林に対して「太陽系の第3の衛星

のきわめて特徴的な着物」という言

葉を与えている。

ただしその着物は一様でない。立

地に支配され，人類の長い営みとも

関係してきた。そしてそれが今，大

きく変動しつつある。

その変動に，最近の人類の活動が

本1!＃は製材産地の変貌に触れなが

ら，地域林業とのかかわりにおいて

今日的課題を類型的に摘出し，その

方向性を提示している。

「限界的」林業地である網走・十

勝地方のカラマツを一方の極とし，

その一方で古くから商品生産の進ん

だ吉野「良質材］産地の中心の役割

を果たす桜井に焦点を当て，かつ中

間的な一般並材産地の態様を実証的

に紹介しながら，外材支配下の林業
きっこう

と製材業の拮抗と共存条件を示すよ

う努めている。だから本書は，だれ

が，どのような立場，どのような目

的で読んでも，一定の示唆を与えて

くれるほど広い範囲の状況を対象と

しており，その中からそれぞれの課

題を提起しているわけだが，共通の

視点，基軸となるのは，いうまでも

なく林木の多様な商品化過程であ

る。そして多様な商品化過程といい

ながらも，例示された7カ所の製材

大きく作用していることは，いまさ

ら言うまでもない。直接・間接にそ

の恩恵の上に生活している人類にと

って，地球｣二の森林が悪いほうへ変

動することは，将来の人類生存に対

する警報であることは識者にしばし

ば指摘されながらも，人類全体とし

てまだ理解できていないというのが

現状である。

この本は，そんな警告の意味を含

みながら，宇宙から得られた映像に

よって，地球の森林の現状を紹介し

てくれる。かといって，世界各地で

進行中の森林破壊を生々しく取り扱

うばかりのものではない。この本を

通じて，地球上の様々なタイプの，

いろいろな地域の森林が，ランドサ

ットの映像と地上写真そして解説に

よって理解できるようになってい

る。しかし，だからといって，地球

上の森林の図鑑でもない。良いも悪

いも含めた森林の見直しのための例

示という性質のものなのである。

産地における展開と問題点を示され

ると，やや短絡的な見方だが，木材

商品市場がますます国際化するなか

で，国産材の商品市場はますます細

分かつニッチ（すき間的）な市場を

ターゲッ|､にせざるをえず，製材経

営の行動様式もそれに従わざるをえ

ないと思えてくる。

なぜそう判断するのか。いうまで

もないが針葉樹材は国産材をはじめ

米材，北洋材とも当分の間は供給圧

力が減ずるととがない。並材に限っ

て見ると，米材の輸入コストは円高

の影響もあって立木代金をゼロにし

て等しいというほどであるから，国

産材･の特化・専門化は必然的であ

り，銘柄形成も極いて相対的にな

る。そして後背地に林業地を持たな

い製材産地が，製材産地の今後の方

向を指導的に規定し，その条件下で

の商品化戦略を選択せざるをえなく

なるから，外材支配の強化は細分



第1部「森林の類型」として，森

林の成立と類型･機能･利用，そして

宇宙から森林を探る意義や方法など

が解説され，第2部から宇宙映像を

使った本論となる。第2部「世界の

森林」では世界各地の森林が簡明な

解説とともに紹介され，第3部「日

本の森林｣，第4部「人々の生活と

森林」と続く。第4部では，人類の

営みが森林をどう変えてきたかが話

題となる。

著者の辻井達一氏は北大植物園

長，飯坂譲二氏はカナダ政府リモー

トセンシング高等研究員，植生とリ

モートセンシングという両方面のま

さに適役2人の協力でこのすばらし

い本が生まれたo1万円はちょっと

高いが，写真が多く上質紙使用とい

うことで致し方あるまい。1冊は本

棚に置いておきたい本である。

（信州大学理学部・只木良也）

化，ニッチ化の商品化戦略に限定さ

れてくる，というわけである。

どのような結末になったのか事情

に疎いので不明だが，かつて日本林

業の近未来の姿としての短伐期諭

と，それに替わる長伐期論が唱えら

れ，本欄でも新たな論者による長伐

期論がその現実性を問われつつ紹介

されていた。そしてさらに広葉樹造

林が提唱されているようだが，変貌

する製材産地の現在は，それらの論

議を現実の視野に入れるほど余然が

ない。外材支配の現実が厳しすぎる

からである。国産材成熟と外材支配

のタイムラグを意識した本脅はその

意味で具体的現象を出発点としてい

るので，実践的と言える。

（木材調査会・浜田宗男）
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むらおこし

北海道池田町の「十勝ワイン｣，

置戸町の「木工クラフト｣，福島県

三島町の「桐」等々といった，現在

各地で行われている地場産業による

「むらおこし」運動。最近では，山

形県西川町の「月山自然水｣，新潟

県安塚町の蕊雪地帯のハンディを逆

手にとった「残雪」の箱詰めといっ

た商品まで現われてきた。

地場産業とは何か，しいて言えば

「地域の溌源と，地域の労伽力を用

い，地域的独自性を有する特産物を

供給する産業」ということになろう

か。この地場産業による「むらづく

り」も，昭和40年代まではあまり

めぼしいものは見当たらなかったよ

うに思う。しかし，安定経済成長時

代に入ってから各地で活発に地場産

業の開発が行われるようになった。

これは，筒度経済成長期の腿山村社

会からの人口流出に対する住民の反

省と危機感それに地元意識の高揚に

よるものが大きいと考えられる。

では地場産業の発展には，どのよ

うな条件が必要となろうか。

第1は，多様化の必要性である。

モノカルチャーは不安定である。第

2は，他地域産業の下請的性格を持

たないことである。第3は，地域の

独自性を強調すること。鮒4は，経

営能力であり，マーケッティングが

重要となる。第5に，これが最も重

要であると思うが，地場産業を住民

レベルの活動によって展|)Mしていく

ために，住民の意識の|句上を図るこ

とである。このためには，当初は役

場等の公的機関が指導力を発揮する

ことが必要となる。

有効な地場産業が発展してくる

と，今度はあらゆる方|句への波及効

果が生じてくる。特に自然環境に恋

まれ自然的観光資源を豊富に有する

農山村においては，観光との結合も

考えられる。地場産業を観光資源に

加え，さらに観光客を地場産品の消

費の対象とするといったシステム化

が形成されることとなる。このシス

テム化により，地場産業，観光産業

双方が相剰効果を現わしてくること

になるのである。また，中核地場産

業の発展により，地域住民の「むら

おこし」への自信が芽生えることも

重要であり，これはさらに次の地場

産業への活力となり，多くの試みが

なされるようになってくるのであ

る。

一朝一夕で「むらおこし」ができ

るものではない。住民の「むらおこ

し」に対する意識をより商めていく

こと，つまりまずもって｢人づくり」

から始めなくては真の「むらおこ

し」は難しい。そして住民の意識を

満めるために「水｣，「雪」といった

特鴎刷を売り出すことも，大いに意

味があることと思う。我々は各地で

歩みを続けている「むらおこし」の

姿を，熱いまなざしで見守っていく

べきであろう。（駄馬）

（との柵は編集委員が担当しています）
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林道切取法面における木本侵入

の初期過程(1)裸地法面におけ

るカンパ類侵入阻害要因

林試・北海道支場北原曜ほか

日本林学会誌68－5

1986年5月p.171～179

林道切取法面造成後1年間の木本

侵入，とくにカンパ類の侵入の初期

過程について観測した。こうした初

期過程の解明によって侵入を阻害す

る要因や時期を明確にすることがで

きれば，逆にこれを人為的に補完し

てやることにより，早期に木本を侵

入させることが可能となる。

その結果，42.の法面で落下種子

26,055粒/'''2のうち,翌春の発芽ま

でに約半数が法而から失われた（凍

上融解19％，降雨17影，融雪6影，

乾燥風食2％)，融雪期直後の法而

表土の種子の分布は，法面上部で少

なく下部に向かって漸増し，降雨や

凍上融解等によって種子が下部へ流

下していることを示した。発芽は年

内と翌春に認められたが，年内発芽

は凍上融解によりすべて枯死，翌春

発芽は全落下種子数の2影で，その

うち乾燥により兇が枯死した。法面

中，下部は凍上融解による崩落土が

堆積し，それが春期に乾燥するた

め，発芽数は少なく，また発芽した

稚苗も枯死率が高かった。

道北地方の天然生海岸林の生育

と生存条件(3)一飛来塩分量とそ

の葉痕部への付着・侵入過程

北海道林試新村義昭ほか

北方林業No.447

林業技術No.5321986．7

1986年6月p.12～16

道北地方の天然生海岸林でカシ

ワ，ミズナラの生育と生存条件につ

いて検討を進めてきた。今回は，冬

芽の褐変（死亡）を生じさせる主因

である，海からの飛来塩分量の測定

やカシワ林内での落蕊数と風程の測

定，さらに側芽の葉痕形成過程の観

察を行った。

その結果，次のことが考察され

た。(1)冬芽の葉痕部に塩分が付着・

侵入する過程一葉痕部が離層で完全

に閉塞されていなければ，塩分は当

然付着・侵入しやすい。強風により

塩分量も増加し，塩分の葉痕部への

付着・侵入が促進され，ついで褐変

するにいたる。(2)海岸型の芽吹き様

式の発生一微小葉痕（胚葉のまま早

期に落葉した痕跡）は，生育期間中

に葉疲部が閉塞されるので塩分が付

着・侵入しにくくなる。(3)褐変の現

象が始まる時期一生育期が終わり，

葉が海風により強制的に脱葉され，

離臘が完全に発達していない，緑色

のままの葉痕部が露出する時期とみ

られる。

海面貯木場におけるフナクイム

シの食害と防除(5)一防除の考え

方

京都大木材研究所角田邦夫ほか

木材工業No.471

1986年6月p.20～22

二ホンフナクイムシとヤツフナク

イムシの2種が，海面貯木場におけ

る食害に主として関与していると考

えられる。ここでは，海面貯木場に

おけるフナクイムシによる原木丸太

の食害防除を考えるうえで考慮すべ

き点を概説している。

以下，フナクイムシ食害防除の可

能性（貯木水面の管理，食害丸太の

除去,貯木丸太の保謹)，防除手段と

作業性（食害丸太の陸揚げ，薬剤に

よる防除）など食害防止上注意すべ

き事項について解説するとともに，

物理的・化学的なフナクイムシ防除

法の可能性について述べている。決

定的な防除手段がない現在では，ま

ず貯木水面の管理に十分配慮すべき

だとしている。

連結式不整地走行車両

林試・機械化部辻井辰雄

林業試験場場報No.262

1986年5月p.2～3

山地で使われることの多い林梁用

トラクタ等の車両系磯械では，不整

地や傾斜地での走行性を向上させる

ことが大きな研究目標となっている

が，特に造林用機械は山地を縦機に

走行する必要があるため，優れたベ

ースマシンの開発が待望される。

以下，新しい車両の開発を試みる

た必，前後2台の履帯形車両を結合

した構造を研究の出発点として，3

号機までの開発結果を解説してい

る。問題点として，(1)車両の運動が

複雑である(2)通徽の履帯形に比較し

て旋回半径が大きい(3)前・後車両の

動力伝達と結合部のジョイントの強

度等の構造をあげており，これらの

問題を克服すべく4号機の開発を進

めている。



泥炭地における若齢シラカンバ

林の林分構造と地上部現存量の

推移

林試・北海道支場佐藤明ほか

日本林学会誌68－5

1986年5月P.205～207

シラカンバは，湿性から乾性まで

の裸地に広くみられ，近年，これら

をバイオマス資源として利用しよう

とする動きが高まっているが，その

ためにはまず林分構造の変化をみて

おく必要がある。

以下，調査林分および調査方法，

結果および考察（林分構造の推移，

現存量の推移）について述べてい

る。泥炭地に更新したシラカンパ林

は，初期の生長が優れているもの

の，若い段階で材積生長の頭打ち現

象がみられる。したがって，短伐期

によるバイオマス資源利用として有

望であるが，瓢業的には恒続的な収

礎が前提となる。このために，早急

に2代目以降の林分の生育状態の調

査および繰返し収穫が土地保全に及

ぼす影響を解明する必要がある。

都市河川にみる治水システムと

遊水地の意義(1)一鶴見川を例と

して

東京都教育庁内田和子

水利科学No.169

1986年6月p.114～133

都市河川の洪水は，近年とみに注

目をあびているが，都市河川流域で

は治水に対してきわめて複雑な対応

が行われている。

そこで，一つの流域において実施

されているハードな治水方法とソフ

トな治水方法とを合わせて治水シス

テムと呼ぶことにし，治水システム

の構造と問題点の解明によって，都

市河川における流域管理のあり方に

ついて手がかりを得たいとしてい

る。今回は総合治水の歴史的実験，

流域の自然特性と洪水特性，治水シ

ステムの織造と機能について考察し

ている。

地域的な森林管理へのコンピュ

ータ導入

林試・経営部天野正博

森林組合No.191

1986年5月p.8～13

地域の森林管理にコンピュータが

どのような役割を果たすかを具体的

な例をあげて説明している。森林の

属性（森林調査簿等）と地図情報

（森林基本図，標高図等）の2種類

のデータベースの作成について解説

し，それにより効率の良い情報を自

由にかつ即座に入手できるとしてい

る。

以下，具体的に森林資源管理シス

テムについて，すなわち森林調査簿

ファイル，林家ファイル，森林施業

ファイル，地図情報などの作成，つ

いでそれを活用するシステムの作成

などについて説明している。コンピ

ュータは森林組合においても強力な

経営戦略上の道具となりうる。しか

しそれには，組織的な（大学，国の

機関を含めて）林業用システムの開

発が必要である。

木造住宅を長持ちさせるために

林試・木材利用部高木純

山林No.1225

1986年6月p.34～40

木造住宅の寿命に大きく関係して

いると考えられる，外壁のモルタル

被擾による密閉化，断熱性向上の結

果として現れている結麓，床下部分

の高湿度化などの問題について住宅

の材料の劣化の機椛などを調査して

きた。その要点が述べられている。

木材の腐朽を左右する最大の因子

31

は水であり，水が掛かり乾きにくい

場所に腐朽，蛎害の発生が多い。水

を使用する場所，水の掛かりやすい

ところなどの施工上の注意，腐朽，

蟻害の発生が予測される場所での防

腐処理，結露を生じないよう乾きや

すい設計，特にセメントモルタル工

法（木材を取り囲む）の場合の通風

乾燥など耐久性を高めるための注意

事項を述べている。

製材木工機械による作業の安全

京都大野ロ昌巳

林材安全No.448

1986年6月p.5～9

製材・木工機械による災害の特

徴，災害を減らす対策などについて

述べている。

木材加工機械による災害の減少は

はかばかしくなく，製造業の中では

死傷年千人率は第一位である。幸い

なことに対象となる磯械が小型であ

るため，また災害を被る人体の部

分が上肢（指，手，その他に集中

し，大きな災害にはいたっていな

い。また，災害が発生する磯械とし

ては，丸のこ盤と帯のこ盤によるも

のが全体の56影を占めている。そ

の発生形態をみるに，「切られる，

こすられる」が全体の60％強を占

め，「挟まれる，巻き込まれる」が

21影である。災害の激減を図るに

ほ，作業の自動化（コンピュータを

利用した）がぜひ必要である。

○編集委員会：特集一森林・林

業に関する提言集

林業経済No.451

1986年5月p.8～25

○神崎康一ほか：エンドレスタ

イラー式架線の荷上索断線事故

機械化林業No.390

1986年5月P.38～45

林業技術No.5321986.7



32

八八へ八一八八八一八八へ八八ハハ八八八

&46444jも4もJa－adddd

会員の広場

ある三河材の製材

1．はじめに

木材は，立木の伐採から流通，加

工，消費に至る過程が長く，その間

に多くの業態が介在するため，その

価格形成は複雑と言える。

このため，一般的に林業サイドに

おいては素材の生産販売までの過程

はよく理解していると思われるが，

その後の加工，製品流通については

-'一分把握しておらず，自分の育成し

た山（木材）からどのような製品が

生産され，それがどの程度の価値の

あるものかといったことは，必ずし

も十分理解していないように思われ

る。

木材の需要構造が大きく変化しつ

つある一方，“来るべき国産材の時

代”といったことを念頭に，今後の

地域林業を考えるとき，この加工，

流通面についてもその実態を的碓に

把握し，その理解のうえに育林から

最終消賀を一体的にとらえた｢産地」

づくりに取り組むことが重要と考え

られる。

愛知県奥三河地方（ここでは，新

城市，南設楽郡および北設楽郡一円

の区域を指すこととする)は,比較的

林業技術No.5321986．7

● 販売までを追って

川合紹一

古くから人工造林が行われた結果，

今日では地域内民有林面職94,554

haのうち，すでに約76%がスギ，ヒ

ノキの人工林となっており，その人

工林のうち9齢級以上（41年生以

上）の林分は，面積において296

％，蓄積においては56.5影をそれ

ぞれ占めていて，資源的には全国的

にも充実した林業地帯を形成してい

る。しかし，流通加工面を見ると必

ずしも十分でなく，今後において多

くの課題が残っていると言える。

このため，昭和55年から林材界

が一体となって，三河材の産地形成

を推進すべく各種の研究活動，普及

啓発活動等を展開しつつある。

これらの活動の一環として,59年

度に三河スギ高齢林について，伐採

から製品加工販売までの過程を一貫

的に行い，素材，製品の歩止り等を

把握するとともに，最終的な販売結

果から，三河材の市場価値を計数的

に明らかにし，この結果から逆算的

に山元価格（立木価格）を求める一

連の調査を行った。

奥三河地方における一般的な高齢

人工林が，今日の木材需給状況下に

おいて，どのように木取りされ，ど

の程度の評価のもとに流通している

か，まとめてみたので，諸賢の参考

になればと，発表する次第である。

なお，この一連の調査は，①立木

評価コンクール，②造材研究会，③

搬出技術枇討，④市売市場販売（一

部)，⑤製材試験挽き（一部)，⑥製

品販売の諸行事を組み合わせて行っ

たものであるが，ここでは，主とし

て製材の試験挽きを中心としてまと

めてみた。

2．調査結果の概要

1．調査対象林分

所在…･･愛知県南設楽郡鳳来町

（面積0.33haのうち）

樹種･林齢･材積等．…･スギ90年生

（伐根推定)，21本，

平均胸高直径41.6cm,

平均樹高33m,総材職

45.06nf｡

育林方法．．…．特に記録はなく，奥三

河地方における一般的

な育林方法によるもの

と考えられる。

2．伐木，造材

三河地方は，関東と関西の中間に

あって，仕1句先も最終用途によって

採材寸法に注意する必要がある。ま

た，最近，スギの根杢部分は伸尺と

して，規定材長に追加して採材する

ことが結果的に市場性を高めるとい

われている。このようなことを前提

に，1本の立木を最も有利に販売す

るためには，どのように造材すべき

かということは，伐採現場において

は重要なテーマとなっている。この

ため，伐倒し葉枯し中の材につい

て，現地において地域の林業者，素

材業者および森林組合職員等の参加

のもとに造材研究会を開き，奥三河

地方における，仕向け先別，樹齢別
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販売先は低とんど県内(盟燐，お古州)沢松および千難雌であるが．すべてI川雁光りである(叫.竹材については地元製醐曹I冨場）
巡災は．窃古崖1,260円/m.，千雄3,4201｣j/mﾕとなった力､控除して染i1l･した(したがって．二I:鰐渡し価格である）
捌煎，角飢の役物は判加i区分を行わず一括した

|Rげを行って細荷した

的確なものなのか。それを，できる

だけ正確に把握することは，製材業

を経営していくうえにおいても極め

て大切なことであり，また，原木を

供給する素材業，森林組合，ひいて

は林業経営の立ち場からも重要なこ

とと言える。そして，その判断が，

どの立ち場からもほぼ妥当と考えら

れる値で一致するなら，それを墓準

にどの流通段階においても，ほぼ適

正な価格形成が保証され，それが投

機的な要素や不必要な流通の驚羅を
最小限に排除できることになり，こ

こに，地域としてまとまりのある健

全な「産地」への発展につながると

考えられる。

このような考えから，それでは

くその適正な判断基準＞を実証的に

探ってみようと，調査対象の原木は

市売市場を経由することなく，直接

山元から製材工場へ搬入し，試験挽

きを行い，さらに，その製品を最も

有利と考えられる方法で販売してみ

た。

この試験挽きは，地元の国産材専

門工場で行い，他の材と混合しない

ように注意するとともに，できるだ

1．碓物に鍍豊I:するもめは．人工牝蠅と研聯(’

け高付加価値，高歩止りを得るよう

に留意して行った。

この製材結果は表・1のとおりで

ある。製品総材積は30.153411fとな

り，製品歩止りは82.2％とかなり

高い成果となった。また，製品の材

種別内訳は，板類24.3％，ひき割

類72.6％，そして,ひき角類3.1％

となり，奥三河地方における高齢ス

ギ材の木取りの状況がわかった。

次に，製品の販売は，当該工場の

既存の販売ルートで，材種ごとに最

も有利と考えられる販売先へ分割販

売した。その主な販売先は，板類に

ついては主として名古屋，豊橋，浜

松方面の製品問屋であり，割類およ

び角類は，千葉県および名古屋の製

品問屋とし，耳付材および一部の製

品については，地元の製函工場，建

具工場へ直接販売した。

この販売結果を，等級別，材種別

に表．lのように整理してみた。な

お等級仕訳は，当該工場の担当者に

よりJASの基準により行われた

が，一部造作材については，流通市

場における慣習的な仕訳表示が加味

されている。また，“役物"に該当す

林業技術No.5321986.7

の標準的造材方法を稜討した。

このような造材基準に基づいて，

地元森林組合作業班により造材作業

が行われたところ，前記の立木から

は3m長3本,3,8m長81本,4m

長39本の計123本36.6671n3が得ら

れた(推定造材歩止り81.4％)。

なお，この生産経費は，同一林分

の原木市売市場へ出荷した材と一括

作業を行ったため，分離算出は困難

であったが，生産材積により案分し

たところ,1np当たりの経費は伐木造

材撒3,200円，出材費礫線集運材

500m)6,000円，トラック輸送賀

(山元～工場・約8Inn)900円，間接

費(労災保険・組合手数純3,480円

となり計13,580円となった（総経

費は497,925円)。

3．製材試験挽き

一般に素材の価格は，原木市場等

におけるセリまたは入札によって決

定される。その決定の基礎となるも

のは，買方(一般的には製材業)の，

その原木からくどのような価値のあ

る製品が，どの程度挽けるか＞とい

う判断によるものと考えられる。

それでは，その判断は，どの程度
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表･2とりまとめ表 たnl3当たりの単価で見ると，製品価

格は73,887円に対し，工場着素材

価格は41,128円となり，山元の素

材換算立木価柊は27,548円で，さ

らに立木価格そのものは22,417円

となった。

以上の結果は，最近の木材市況か

ら見てどのように評価すべきか。90

年生の木でもこの程度というべき

か，さすが，高齢級の三河杉と見る

べきか，その立場によって評価は異

なると思う。

今回の調査は，ある特定林分の一

部の材について行ったものであり，

ここで明らかになった計数，金額等

は，当然のことながら山の状況，林

齢，育林方法等によって大きく変動

するもので，当初の課題に答えるた

めには，今後さらに多くの事例を種

み重ねなければならないと思う。

睡知県新城事務所林務諜）

資料提供愛知県鳳来町森林組合長

（”‘‘）試験挽き愛知県・山幸材木店(株）

単価｜禦止帯 篭成慨単価指数
％兜

100．0100．0

（29.6）
29．624．4

材積金額

、3 円

30.15342,227,956

(30.1534)
36．667660，006

7．487259，897

円 ％円

2,227,956

％
製品売上げI

製加製材費2

:識ｴ蟻・
賀小計り
程

66．973，887 100．0

(21,888)

18，000

8，000 2.7 10．8

(32.3）
26．5

(30.1534)
36．667

(23,875）

19，634
小計:、

719,903 32．3

工場着原木価格
1』－の＝幅）

81．467．755．736．667 1，508，053 41，128

蒔
蝿
一
》
鯉
轄
怜
一
小

生
産
費
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材
生
産
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程

"6>36.6671337#336
鬘7’36.6671127,589

337.336 9，200 15．2 12．5

鱸篶ア 3，480 5．7 4．7

"(@ 36．667 33‘000 900 1．5 |、2

堂｜｜小計‘3

1豊獺織
立木価格
(推定幹材積価絡）

｜
｜
唖

７
７
６
６
６
６

甲

申

６
６
３
３

497，925 13,58022.418.4
－

27,54881.445.337．3

22,417100．045．330．3

18．4

1，010，128 27，548 45．3

1，010，128

(注)l.金額構成比は，製品売上げ額に対する各経費等の比率

2．単価指数は．製品売上げ単価(m薮当たり)に対する素材または立木換算Im3当たりの

価格および経費の指数

るものは，人工乾燥と研磨仕上げを

行って出荷した。

販売結果を考察してみると，まず

総平均売上げ単価はnf当たり73,887

円で，材種別では板類56,691円，

割類74,135円，角類202,785円と

なった。一方，等級別に見ると，い

わゆる“役物”は，材讃において

27.3％，金額において51.5％,その

平均単価は139,117円となってく木

材の価値は，いかに役物を高率に取

るかにかかっている＞ことを再認識

させられた。

一方，製材等の経費については，

人件費，電気料，犠械償却費等を正

確に分離計算することは困難である

ので，製材組合の標準賃挽料金，乾

燥料金を計上した。また，製品と出

荷運賃については，他の製品と一括

輸送し，かつ出荷先が多岐にわたる

ため，出荷先ごとに案分控除し，工

場渡し価絡に換算して集計した。

3．まとめ

以上の一連の調査結果をまとめて

みると，表･2のようになった。

林業技術No.5321986.7

すなわち，材積歩止りにおいて

は，推定立木材積に対し，最終製材

品の歩止りは66.9％となった。ま

た,金額的には,最終製品の売上げ額

に対し，製材等経費が32.31％，素

材生産費等経費が22.4％かかり，結

果的に立木代は45.3％となった。こ

れを，各段階の材積歩止りを加味し

樹木雑考（5）

コウヤマキ・イチイとクリ

畑野健一

あったが，今日ではその比率は全く

逆になっております」とある。

これをわが国の場合にあてはめ，

私の手もとにある簡単な資料に基づ

いて変形してみると，「わが国の森

林についてはいつごろから信用のお

ける資料が調ってきているのかよく

わかりませんが，現在国土面稜の

3/5以上が森林・原野であり，その

蓄積の3/5が針葉樹，2/5が広葉樹

で，その比率は少し前の統計資料に

1コウヤマキ・イチイ

昭和35年，来日された西ドイツ，

フライブルグ大学（故）マンテル教

授の誠演『写真で見るドイツ林業の

変遷』（日本林業技術協会主催）は

私が通訳をやった関係で，いまだに

その草稿を保存している。冒頭‘19

世紀末までの主として中世の森林利

用状況'の中で，「もともとドイツ国

土面職の3/4が森林で，さらにその

3/4が広葉樹林，残りが針蕊樹林で



見る針／広比よりわずかながら上昇

しているのを見ると，過去において

も針葉樹の比が増大してここに至っ

たと考えられます」ということにな

る。

ここに掲げた二つの樹種はこうし

た統計の数値として無視してよいほ

どのもので，興味を持たれるのは，

遮った観点からである。

私の家から程遠からぬ地点に，臨

済宗（禅宗）の名刹が二つある。一

つは野火止の平林寺であり，他は東

村山の正福寺である。どちらも開創

以来600～700年を経ているが，後

者のほうが歴史の古いわりにあまり

知られていない。

平林寺は境内も広く，武蔵野で名

高い寺となっている。山門を入って

しばらく進んだ所にコウヤマキの大

木があり，すでに上部の幹が折れて

いるが，まだ緑葉を空天にはびこら

せる技が豊富である。コウヤマキの

立札はあるが，残念なことにこの木

の樹i齢については触れていない。正

福寺の本堂前にも平林寺には劣る

が，コウヤマキのかなり大きな木が

ある。これはマキと表示しているに

とどまる。真言宗の総本山，高野山

にはその名の示すように，立派な森

林があるが，宗派の異なった寺で

も，この木は珍重されるのであろう

か。そればかりではない，東京の庭

園樹としてコウヤマキはかなり貴重

なものとされているとかつて聞いた

ことがある。また以前，木曽の五木

の中のこの樹種についてその材は耐

湿性があり，関西地方の風呂桶材と

して最高品であったと聞いている。

コウヤマキが庭園樹として珍重さ

れているのは，わが国だけにとどま

らない。昭和31年西ドイツ，ミュン

ヘン大学留学中，森林植物学研究室

の(故)フーバー教授の講義の際，教

授はかなり熱を入れてこの樹種を説

明し，私にその分布について質問さ

れた｡また4年ほど前,西ドイツのコ

ウヤマキ苗畑(Scia-Baumschulen)

という所から手紙をもらい，種々質

問を受けた。その苗畑ではコウヤマ

キの育種を試みているようであっ

た。

イチイは北海道ではオンコといわ

れ，同じく庭園樹として珍重される

ばかりでなく，材はち密で，建築

材，器具，彫刻材として利用範囲が

広い。

北海道演習林に在職中，新しく建

設された富良野市の外郭団体が経営

するワインハウス（レストラン)の丘

への登り道側にイチイがほしいと所

望されたことがある。演習林の飛び

地の河縁にある樹高10mほどの木

で，市長自ら探し出したものだとい

う。係とも相談のうえ，払下げるこ

とになった。いざ，市の者が造園業

者を連れて掘り取りに行って見る

と，その大きな木がなくなっている

と言って来た。行って見ると，それ

らしいのが近くの真新しい農家の庭

に植えられている。早速そこの主人

を呼んで問いただしてみると，彼が
おやじ

言うには「親爺が，若いころから自

分の庭で眺めて暮らしたオンコだか

ら，自分のものだと思っている」と

のことである。昔，演習林の平地の

一角に借地して，小屋のような家を

建てて，毎日家の前のそのオンコを

眺めてきたからそういうのであろ

う。市への払下げのうわさを聞い

て，家の庭に移植させたあたりは悪

意とも取れるし，そういう愛着が頭

にしみついていれば，善意の一かけ

らが残っているようににも見える。

藤をる主人に,樹の生えていた土地
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が国有地であることを説明し，やっ

とその木を取り上げて市へ払い下げ

た。

さて，この二樹種，コウヤマキと

イチイにはさらにおもしろい共通点

がある。種子の休眠が深いことであ

る。

イチイについては，ベルギーとフ

ランスにその休眠打破法と深い休眠

の原因について熱つこぐ研究してい

た人がいる。

コウヤマキについては15年ほど

前から10年近く，私自身が手がけ

て，ほとほと手を焼いた。春苗畑に

まいても，夏になってぱらぱらと発

芽する程度で，室内で人工的に発芽

させるのはかなり難しい。

こうした休眠の深さは，見方によ

っては両樹種が種子をうかつに発芽

して，不利な気象条件下で枯死する

のを防ぐ，自己防御法とも見える。

天然には両樹種の天然木が存在し，

また稚樹があるのだから，自然に適

応して発芽するということは非常に

妙を得ているとしか言いようがな

い。

人間が自然の条件を的確にとらえ

て再現するには，まだまだ知恵が足

りないし,それよりも,自然の解明に

せっかちであればあるほど，自然は

あざ笑ってその秘密を開陳すること

から遠ざかって行くように思える。

2クリ

再び拙宅をもち出して恐縮である

が，わが家の土台にはクリ材を使っ

ている。これも田舎大工のサービス

である。土台には青森のヒバが良い

と大学で教わったが，クリとは意外

で大工に問いただしてみると，数代

住み続けるような農家の土台にはク

リを使ったという。

林業技術No.5321986,7
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鉄道の枕木がコンクリートに置き

換えられてから，クリ材の利用範囲

はかなり狭められたようであり，ま

た食用としてのクリ果実のための品

種改良はもっぱら園芸家の仕事にゆ

だねられているようだ。

最近アメリカの林木遺伝学の書を

通読して，彼地では生長の良い，通

直性を示す，胴枯病抵抗性をねらっ

たクリ材のための育種研究があるの

に気がついた。しかし，この品種改

良は極めて長年月の努力が必要であ

るというから仮りにわが国にクリ材

需要が増えても，日本人向きの仕事

ではない。

わが国で天津甘栗と称して大きな

鉄の鍋で小砂利にまぜてクリを焼い

ているのを見かけたりしたが，いま

だに天津甘栗は屋台めいた店で売っ

ている。このクリはかなり高価であ

る。30年ほど前,西独ミュンヘン市

の街角で見かけた「マロン」が一袋

いくらであったか忘れたが，わが国

で食べるクリに比べてはるかに貧弱

なものであった。わが国のクリは

casm"“cγe"αｵαの品種,天津甘栗

はシナグリC.ﾁ"0ﾉ"ssか"α，ヨーロッ

パのマロンはヨーロッパグリC.

”""αで,アメリカグリはC・‘"”ｵα

である。

文芸評論家の（故）小林秀雄氏の

随筆に「栗の樹」というのがあり，

夫人が小学校に通った道に栗の大木

があったのを思い出して，その栗の

樹の存否が気になり，信州の故郷へ

訪ねて行ったことが書いてある。彼

女が帰って来て，「やっぱり，ちゃ

んと生えていた」と上機嫌であった

という。氏は「さて，私の栗の樹は

何処にあるのか」と結んでいる。

この“樹木雑考”を書き始めた当

初から，私にも頭から離れない樹木

がある。それはクリと同じブナ科の

樹木シイノキで，どこに入れる余地

があるかと気にとめながら，ついこ

こまで来てしまった。

私の小学校は2年生のときまで，

麻布の屋敷町にあった。明治時代か

らの古い建物で，豪邸の間に取り残

された感じであった。それらの屋敷

の門の中に植えてあるシイノキは，

秋になると実がなり，敷き詰められ

た砂利の合間に落ちる。友だちと連

れ立っての帰り道，開かれた門から

おそるおそる入って，それを拾って

くる。邸内には放し飼いの猛犬がい

るかもしれず，またこわい庭番がい

つ現れるともしれない。スリルに富

んだ楽しみであった。

今でもふらりとその方面へ散策に

出かけることがあるが，麻布のこの

近辺は著しく変貌している。屋敷の

持主も変わり，また改築された建物

も多いが，シイノキの古木を敷地内

に残しているものもあり，昔の面影

がしのばれる。小林氏の言うような

「栗の樹」は私にとってこれらのシ

イノキである。どちらかというと今

まで私は東京から北の森林になじみ

が多かったが，西のほうへ出かける

機会があったら，またシイノキの森

林を注意して見たいと思っている。

揃東京大学北海道演習林長）

好評発売中ノ ＝唖舜
L▽李

会員配布図書(59年度・60年度）好評により新装丁で刊行。（最寄りの書店でお求めになれます）
もり

森林の健康学蕊購繕欝鴛『浮率，
森林浴の実践指導に情熱を注ぎ，全国各地で活躍中の著者が，最新のデータをもとに森林浴の効果
について解説,21世紀へ向かってのライフスタイルと森林について語る。巻末には森林浴サイトを紹
介。森林の健康学入門書として好評を得，新聞・週刊誌等で紹介されている。

木の名の由来薑美判正上鰡讓著定価川”
朝日新聞・天声人語欄（昭和61年4月19日）では，本書が主要テーマで登場。身近かな樹木30
余種をとりあげ，その生態や分布，人びとの生活との関連性，中国・朝鮮からの言語の渡来や日本語
の変遷・転化など広い視野から木の名を検証一一樹木学の分野に新たな1ページをひらく。

〔日本図瞥館協会選定図書〕

'日本林業技術協会
『
二

今 ▽
＝4
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ロスギ採種園構成クローンの着花特

性と種子生産排

ロコナラ，ミズナラ幼齢林の生長と

密度

ロマツつちくらげ病の発生生態と防

除

ロスギ小径材製材品の乾燥による形

質変化

ロ県産広葉樹小径材の人工乾燥

口小径材の果樹種接着（第4報）

一丸棒の試作

口木材の薬品着色と光変色性一ア

ンモニア着色および鉄汚染除去

ロカラマツ小径材の外観的形質

ロシイタケ発生時のビニール被覆効

果（第3報）－陸前高田市，種市

町，軽米町での春子生産

ロ滝沢村におけるシイタケの秋植菌

一ほだ木養成と初期発生

ロスギオガ屑を利用したヒラタケの

ピン栽培一殺菌温度，培養日数と

発生

口薬用植物の育苗時における光環境

と成育および増殖技術一センブ

リ，タラノキ，マタタビ

閥 術宿願
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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口地すべり地の土塊と防止杭の挙動

ならびに安定過程について

研究報告第28号

新潟県林業試験場

昭和61年2月

〔論文〕

ロスギ採種園の種子生産技術（Ⅲ）

－ミニチュア採種園の種子生産と

花粉飛散状態

ロスギ採種園の種子生産技術（Ⅳ）

一精英樹クローンの人工交配によ

る種子生産

口豪多雪地帯の造林技術（Ⅷ）－

スギ人工林の林分密度と雪害

ロスギカミキリ被害を受けたスギ立

木の割材調査による被害解析

□なだれ防止林の造成技術(Ⅳ)－

なだれ地の立地条件と林分構成

口地すべり斜面安定解析手法の開発

(1)

〔短報〕

口雪圧害発生頻度の推定方法に関す

る一試案

〔資料〕

口海岸クロマツ林の生育概況と除伐

方法

〔抄報〕

口採種園におけるスギカミキリの被

害

口新潟県の職雪環筑と雪害の特徴に

ついて

口二，三の樹種の幹径日変化に及ぼ

す剥皮の効果

口落葉広葉樹の幹径および伸長生長

の経時観測について

口新潟県の松くい虫被害木一針葉

の変色とマツノマダラカミキリ幼虫

寄生数

ロスギカミキリ被害木における脱出

孔の地上高別分布

林木育種場研究報告第4号

林野庁林木育種場

昭和61年3月

□からまつ材質育種事業一事業計

画と事業実施5カ年の成果

ロ北海道育種基本区におけるカラマ

ツ材質優良木の選抜

口東北育種基本区におけるカラマツ

材質優良木の選抜

ロ関東育種基本区におけるカラマツ

材質優良木の選抜

研究報告第11号

富山県林業試験場

昭和61年3月

口富山県におけるスギノハダニの個

体数の季節的変化

ロスギ3品種の冠雪害の差異と立木

強度

ロタテヤマスギ壮齢林の生産力

ロタテヤマスギの生長パターン(Ⅱ）

－－根元曲りの樹高生長への影響

口皆伐跡地に成立したコナラ萌芽枝

と実生の分布と生長

口多雪地帯のヒノキ人工林の生産力

(1)丘陵地に植栽されたヒノキ壮齢林

の生育状況と生産力

林業試験場成果報告第3号

宮城県林業試験場昭和61年3月

研究成果

◎育種

口育種苗の特性検定に関する試験

一スギ精英樹クローンの生育特性

◎造林

口広葉樹の育成に関する研究(1)

一一施業モデルとミズキ・ケヤキ天

然林の生長

◎経営

口木材需給の実態調査一一岩出山お

よび仙台木材共販所の鯛査事例

◎特産

口砿雪地域におけるシイタケのほだ

化促進（Ⅳ）一原木の保管方法と

植菌時期の検討

林業技術No.5321986.7

成果報告第18号

岩手県林業試験場

昭和60年12月

ロスギの寒害による被害状況と上半

枯死木の処理方法

口数量化による北上山地地域コナラ

林の生長予測
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林 業関係行事一覧

7月

I
区分｜行事名

全国|国有林の分収育林の蕊集

期間

締切(7,10ま

たは8.20）

7.1～7

7．1

主催団体・会場・行事内容等

林野庁・営林局。営林支局，緑のオーナー募集（全国400カ所，
2,400ha)

国有林野事業安全過間

央全国ログハウス振興会設立
総会

〃

中 全国ログハウス擬興協会。農林年金会館。ログハウスの振興を図

り，ログハウス関連産業の健全な発展と国民生活の向上に寄与す
ることを目的として設立する

林野庁林産課・側)日本住宅・木材技術センター。林野庁林政部

会識室。内装材メーカーが参加し，国産内装材の現状と将来につ

いて意見交換を行い，今後の方向を探る

金木連・全日本木材市場連盟・全国木材市売買方組合連盟。東京

木材市場・三大市場（首都圏，中京圏，近畿圏）と主たる地方都

市の市場で開催する。木貢住宅部材として良質で信用度の高い製

材品の生産および流通の拡大を図る

全国町村会・札幌市・京極町・壮瞥町。林業振興対箪等の方錐を

検討する現地検討会，識淡3件，地域林業の紹介2件，三璽県以

北の市町村長ほか約130人参加

秋田営林局（造林課)。仁別国民の森。営林局職員が56年に植栽

したスギ林の下刈りを行う

日本椎球農協連・全国椎郵生産団体連絡協。東京・千代田公会堂

約900点の出品があり，その成績発表を行う

東京大学工学部建築学科坂本研究室。会場東京大学工学部。主題

は「木材建築と建築」とし，基調講演として①｢木材資源と建築」

清水溌氏，②「森林生態学からみた木材利用」四手井綱英氏，

パネルディスカッションを行う

林野庁・岩手県林木育職場

〃 ｜国産内装材懇談会 7.2

鰯14EJAS製晶普及鍵|…進展示会

〃

粟。”鼠|撫鰯鯉地区地'?2~‘
秋田営林局職員の森

全図第34回全国椛却品評会･発

表会

束京木造建築研究フォーラム

３
４
７

●

。

●

７
７
７

東
西
大

北林木育種推進協識会･…東

北地区

部近畿，溌戸内海，四国地区

7.9～10

7.15～16

7．19

高松市（高松会館）

第2次育種基本笥画，林木育種事業の推進について瀧議する

大阪木材工場団地協同組合ウッドリーム大阪。会場ウッドリーム

研究室。諦演①「木の性質」中川藤一同組合理事長②「生活と木

材」則木京京都大学木材研究所助教授

問い合わせ先0723-61-2030

林野庁。農林水産省研修場。都道府県緑化推進担当職員を対象に，

緑化の推進に必要な実務知識を付与し，緑化推進事業の円柵な業

務の遂行に資するため行う。

金木連・東武コミュニティー文化センター。池袋西口公圃。1日

100組の親子（小・中学生およびその保鯉者）を招待して木工教

室を開催する

林野庁。林野庁研究普及課根利分室（沼田)。基本的林業機械に
関する基礎的知識と技術を習得させる

全木迩。銀座三越屋上「森の劇場｣。親と子，いっしょに汗びっ

しょり体験コーナー，森林のふれあいコーナー，水資源，再利用
など

秋田営林局（広報室)。仁別国民の森。森林の役割と効用，森林・

林業に関するクイズ等親と子50組を対象

日本海通ビル（千代田区平河町)。通常総会に引き続きシンポジ

ウムを行う。テーマは｢21世紀へ向けて緑の文明と森林づくり一
森林の公益的機能拡充のために」

阪｜木材知識講習会

央｜緑化鐙催把当職員実施研修’7.14～19中

木との出合い．厘燃み木工'?"-2,教室

〃

林業改良指導員特技研修

（林業嬢械初級コース）

第3回楽しい木とのふれあ

い．自然と遊ぼう

７
３

●

。

８
８
－
－
８
９
２
２

●

●

７
７

〃

〃

秋田営林局親と子の森林教室と森林浴7．29

中央森林の公益的機能拡充推進7.30

協議会昭和61年度総会お
よびシンポジウム
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8 月

区分｜行事 名｜期
■I■■■■■■■■■■■

間

'86富良野・森林フエステ 8．6～7

ジィパル

会津高原親子自然教室 8.11～15

緑の少年団指導者研修会 8.26～27

’ 主催団体・会場・行事内容等

富良野・森林フェスティバル実行委員会事務局。富良野市布礼別

国有林「ニングルの森林｣・富良野市立布礼別小中学校体育館。

森林の音楽会，森林とともに，シンポジウムなど

金木連。東武コミュニティー文化センター。福島県南会津郡館岩

村およびその周辺。親子50組100名参加，森林浴，木工教室，

自然探勝（尾瀬沼一周ハイク)，ウォッチング，キャンピングな

ど4泊5日で行う

京都府緑化推進協議会。和知山の家（船井郡和知町）・府立大学

大野淡習林（北桑田郡美山町)。野外活動，自然観察，森林・林

業等の体験学習（京都市内小学校教員対象の研修会もあわせて開

催）

昭和61年度前期 国有林分収育林公募締切迫る／

国有林の分収育林（緑のオーナー制度）は，国有林野の一定の土地の樹木を対象に，国
以外の者に,当該樹木の対価ならびに育林費用を支払ってもらい，伐採の時期に収益を分
収する制度です。昭和61年度の前期公募は下記の予定となっています。

記

1募集箇所および面積14営林（支）局，226営林
署，約400カ所，約2,400ha

2募集総口数約8,000口

3募集締切期日募集箇所により異なる。（早いと
ころでは昭和61年7月10日締切り。遅いところは

8月20日となっている）

4対象森林スギ，ヒノキ，トドマツを主とする中
齢級の人工林

5費用負担額等1口50万円（費用負担額のほか
森林の保険料を含む）とし，応募する口数に制限は

ありません。

6持分割合対象森林についての持分の割合は，費
用負担者が各2分の1を基本とします。各費用負担
者の持分の割合は，総口数に占める取得した口数の
割合とします。

7収益分収の方法立木を販売し，販売額を国と徴
用負担者で持分の割合により分収します。

8契約の相手方ア個人，団体，法人とします。
ただし，一部除外されるものがあります。イ現

在，直接この業務に関係している職員は除きます。

9申込みの方法次の事項を記戦した申込書に押印

のうえ，返信用の郵便はがきと個人の場合は住民票

、（契約時でも可)，団体の場合は規約書，法人の場合
は登記簿謄本を添えて，申込締切日当日までに対象

森林を管轄する営林(支)局長へ申し込んでくださ
い。この場合，対象森林を管轄する営林(支)局管内
の営林署長を経由して提出することもできます。

ア分収育林契約を申し込む旨の文言

イ対象森林の募集番号および所在地

ウ申込口数および費用負担額等

エ申込者の郵便番号，住所，氏名（団体，法人の

場合は名称および代表者の氏名),年齢,電話番号

オ未成年者等の場合は法定代理人等の住氏，氏

名，印，電話番号

10契約相手方の決定応募口数が募集口数を上回っ
た場合は，抽選によって契約相手方およびその口数

を決定しますc

※詳細についてのお問合わせは，林野庁業務部業務第
二課（電話03-502-8111内線5096）または各営林
局，営林支局，営林署へ。『公募箇所一覧表』も用意
してあります。
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日本林業技術協会第41回通常総会報告

昭和61年5月29日（木）午後2時より，日本青年館（新宿区霞ケ丘町）地下“中ホール”において開

催，会員210名（委任状提出者11,509名）が出席して盛大に行われた。

猪野理事長の挨拶に続いて，林野庁長官田中恒寿氏，林業試験場長難波宣士氏，日本林業協会会長片山

正英氏の各氏から祝辞をいただいたあと，第32回林業技術賞，第32回林業技術コンテストの受賞者なら

びに本会永年勤続職員の表彰を行った。総会議事に入り，議長に宮崎県林務部長玉川佐久良氏を選出し，

下記議案について審議し，それぞれ原案どおり承認可決され，午後4時閉会した。引き続き4階“鶴の

間”において，創立65周年記念パーティーを行った。

第41回通常総会決議公告

昭和61年5月29日開催の本会第41回通常総会において次のとおり決議されま

したので会員各位に公告します。

昭和61年5月29日

社団法人日本林業技術協会

理事長猪野砿

案
案
案
案

誌
蓋
舗
誌

１
２
３
４

第
第
第
第

昭和60年度業務報告ならびに収支決算報告の件…･…

昭和61年度事業計画ならびに収支予算の件…･………

昭和61年度借入金の限度額の件･……………･"……・・

任期満了に伴う役員改選の件……･……･………………

．………原案どおり承認可決

……･…原案どおり承認可決

．．…･…･原案どおり承認可決

…………･別表のとおり選出

事務局長としてその事務を担当し，事業推進に全面

的に協力した。

③メキシコで開催された世界林業会議に出席し交流を

深め，またこの会議参加のためのツアーの企画を行

った。

④地域との連けいを密にするため，東北事務所（盛岡

市）および群馬事務所（沼田市）を開設した。

1．会員関係（会議・支部活動など）

(1)会員数（昭和61年3月31日現在）

林野庁支部(325)，林業試験場支部(182)，森林開発

公団支部(285)，営林局支部(4,945)，都道府県支部

(6,011),大学支部(1,036うち学生658),本部直結分

会(177)，個人会員(1,529)，特別会員・甲（140)乙

（42)，個人終身会員(197)，名誉会員・外国会員(5の

合計14,919名

(2)会員のための事業

①会誌「林業技術」の配布，②技術参考図書の配布
もり

隣林の健康学｣，③林業手帳の配布，④会誌綴込用

1.昭和60年度業務報告ならびに収支決

算報告

昭和60年度は前年度に増して内外の社会・経済事情

は厳しく，森林・林業への影響を一段と増加している。

加えて国および地方公共団体等の財政事情から，各種の

事業錨の伸びも減少または停滞した。

このような周辺の事情は当協会の事業運営にも影響

し，実行上相当厳しいものがあったが，会員ならびに関

係方面のご支援によって，当初の事業計画を完遂するこ

とができた。

昭和60年度として特記すべき事項は次のとおりであ

る。

①国際森林年の年に当たり，世界的に森林への理解と

認識を深めるため，各種事業に参加し，その推進に

努めた。

②国際森林年事業推進協議会の事務局を国土緑化推進

委員会とともに当協会に設憧し，当協会専務理事を
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ファイル，会員バッジの配布，⑤出版物の会員割引お

よび物品の斡旋⑥その他

(3)総会

第40回通常総会を昭和60年5月30日東京農林年金

会館において開催した。

(4)理事会

理事会，常務理事会を次のとおり開催した。

①理事会(60.5.30)，②常務理事会(60.5.16,10.23,

12.19,61.3.19）

(5)支部連合会および支部に関する事項

a)支部連合会大会を次のとおり開催し，本部より役

員が出席した。

北海道支部連合会大会（札幌市．60.10.30)，東北・

奥羽支部連合会合同大会（仙台市．60.8.28),北関

東・南関東支部連合会合同大会噺潟市・60.10.3)，

中部・信州支部連合会合同大会(長野市・60.9.27)，

関西・四国支部連合会合同大会（京都市．60.10.

12)，九州支部連合会大会（大分市．60.10.5）

b)支部連合会および支部の活動のため，次の交付を

行った。

①支部交付金，②支部連合会大会補助金，③支部活

動補助金

2．事業報告

(1)機関誌の発行

会誌「林業技術」の編集にあたっては，林業技術およ

び関連情報を迅速的確に会員に伝達すること，ならびに

主要な林業技術の解説を中心に，会員の技術向上に役だ

つ記事の充実に努めた。発行部数No.517～528,合計

192,650部。

(2)技術奨励等

①第31回林業技術賞，第18回林業技術奨励賞ならび

に第31回林業技術コンテストの審査を行った。②林野

庁・営林（支）局・地方庁主催の業務研究発表会等に役

員を派遣し，入賞者に対し記念品を贈呈した。③林木育

種協会との共催で林木育種研究発表会を行った｡④第33

回森林・林業写真コンクール（後援・林野庁）の募集を

行った。

(3)林業技士養成事業

農林水産事務次官依命通達ならびに林野庁長官通達に

基づいて，森林・林業に関する技術の適用・普及等の適

正な推進を図るため，専門的技術者の養成・登録を行う

林業技士養成事業を引き続き実施した。60年度各部門別

の認定者および登録者は次のとおりである。

昭和60年度収支決算報告書

〔損益計算書〕(別表'）皇繍蕊謂繩
借 方

金科

会員
事業
一般

航測
調査

国際

研究指
航測
調査

技術
技術
一般管
人

運

その他
売上

雑

固定資
減価

引当金

期首
当期剰

額目

費

費

事業費
事業費
事業費
事業費

導費

研究費

研究費
指導費

開発費

理費

件費
営費
費用

値引
損失

産除却損
償却費

勘定繰入

棚卸
余金

48,758,577円

737,436,911

(116,798,435)

(274,406,365）

(299,668,019）

（46,564,092）
179,270,487

(41,891,546)

(93,911,676)

（35,352,225）
（8,115,040）

643,012,408

(510,686,668）

(132,325,740）
44，113，068

（98,600）
(2,282,017)

（159,068）
（15,973,383）
（25,600,000）

69,907,388

1，534，322

合
口 計 1,724,033,161

方
金

貸

収
収

事業

事業

事業

事業

導収
研究

研究

指導

処理

他収
館収

取利

収

金勘定
棚

科 額

入
入
入
入
入
入
入
入
入
息
入
入

目
入
入
収
収
収
収
入
収
収
収
収
入

戻
卸

《
室
｛
學

費
業
般
測
査
際
指
測
査
術
算

当
末

一
航
調
国
究
航
調
技
電
の
会
受
雑
引
合

52,297,776円

1,285,237,332

(180,770,010)

（447,609,462）
(501,264,000)

（155,593,860）

279,622,430

（89,432,600）
(148,164,520)

（39,789,260）
（2,236,05の
47，330，141

（11,592,190）
（14,058,099）
(7,916,515)

（13,763,337）
59,545,482

研

そ

期

計 1,724,033,161
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〔貸借対照表〕（別表2） 昭和61年3月31日現在〔財産 目録〕（別表3）

昭和61年3月31日現在ほこ
1日 貸

四
い
０
８
０
０
１
０
９
０
０
２
０
０
０
０

額
四
”
叩
娚
“
叩
”
叩
叩
詣
叩
”
叩
卵

，
夕
，
，
，
，
，
〃
，
，
，
＄
，
９

５
９
０
０
４
０
１
０
０
４
０
０
０
５

方
弱
鯉
叩
鰯
”
”
姻
釦
田
畑
“
叩
叩
”

，
，
，
３
，
，
，
９
Ｊ
ｊ
，
１
９
７

４
７
０
１
０
１
２
１
６
９
２
４
０
４

金
１
２
７
３
１
３
５
３
１
７

１
３
１
１

科目金

現金6，
普通預金’2，
当座預金
振替貯金2，
定期預金195，
貸付信託59，
売掛金33，
未収入金384，
有価証券10，

＃蓋這
仮
貸
棚卸品59，
役員保険稜立金
土地．建物25;I
器具・伽品21j
設術33，
部分林14，
出資金19
敷金
繰延資産2，

６
９
４
《
４
０
０
７
０
２
２
５
２
６
６
８
４
０
０
０
０

額
“
娼
弱
節
的
叩
叡
％
”
”
忍
娼
弱
め
妬
噌
妬
叩
釦
叩

９
３
１
７
，
，
，
，
，
，
，
，
９
，
ｊ
，
，
，
ｊ
８

４
６
２
３
０
０
１
４
７
０
９
５
２
０
２
９
２
０
１
２

８
３
０
０
１
０
９
７
１
９
４
今
４
１
８
４
３
６
０
９
３

６
８
７
４
０
７
７
２
６
８
１
５
０
１
１
３
８
８
９
６

円
現 金

普通預金

当座預金

振替貯金

定期預金

貸付信託

売掛金

未収入金

有価証券

仮払金

貸付金

棚卸品

役員保険積立金

土地・建物

器具・備品

設術

部分林

出資金

敷金

繰延資産

合計

棄払手形払金
短期借入金
前受金
預り金
預り保証金
仮金
長期蕃入金
納税引当金
退職給与引当金

1，131，569，125

，
１
〃
，
７
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

５
９
０
０
４
０
１
０
０
４

５
４
０
９
７
０
３
３
０
９

５
２
０
４
５
９
４
１
５
１

分
，
１
１
１
ｊ
，
０
１
９

４
７
０
１
０
１
２
６
１
９

１
２
７
３
１
３
５

１
３
１

０
８
０
０
１
０
９
０
０
２

９
７
０
９
４
０
７
０
０
５

１
１
０
４
４
今
０
７
０
０
５

50,000,000

０
０
８
２

叩
叩
”
蛇

〃
３
９
９

０
０
３
４

０
０
８
３

０
０
３
５

８
，
，
，

３
４
７
１

１
６
２

小 計

正味資産

合計

755.025.630

376,543,495

1,131,569,125

計’ |｜合合 計1,131,569,125 1,131,569,125

森林評価・認定11,登録12,森林土木・認定97,登

録100,林業機械・認定19,登録17,林業経営・認定

63,登録72,計認定190名，登録201名。

(4)技術指導および研修

①林業技術の向上とその普及に資するため，本会役職

員を派遣した（18件)。

②空中写真の利用技術の向上と普及に資するため，昭

和58年度より「空中写真セミナー」を開催し，本

年度は2回にわたり実施した。第1回7.8～1230

名，第2回10.14～1822名。

③県からの受入研修を行った。3件，3名。

④職員の研修を行った。スペイン語研修4名，オアシ

ススクール・メイトコース3名国際協力事業団が

行う派遣前専門家等中期研修1名。
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〔剰余金処分〕（別表4）

1繰越剰余金

2当期剰余金

計

これを次の通り処分する。

1繰越剰余金

27,383,673円

1,534,322円

28,917,995円

28,917,995円

(5)林業技術の研究・開発

本会の重点事業としてその推進に努力した。これらの

内容は「昭和60年庇調査研究の実綴」（総会資料）のと

おりである。

航測関係では，リモートセンシング技術の森林・林業

への利用開発に重点をおき，ランドサットによる情報を

科目 金額 科目

円
6,684,436

12，836，489

702,554

2,403,654

195,010,000

59,700,000

33,791,577

384,274,960

２
２
５
２

７
０
４
８

９
８
７
４

か
，
，
，

７
０
９
５

１
９
４
《
４

６
８
１
５

３
３
，
３

０
２
２
Ｏ
グ

ー
１
１
５

7,012,996

259，180，606

21，142，958

33，339，134

14,862,460

０
０
０

０
０
０

０
３
０

Ｊ
ｊ
ｐ

Ｏ
１
２

０
９
３

８
９
６

，

夕

１

２

支払手形

末払金

短期借入金

前受金

預り金

預り保証金

仮受金

納税引当金

長期借入金

退職給与引当金

貸倒引当金

修繕引当金

施設拡充引当金

基本金

新技術艤埜余
退職積立金

設備充当積立金

繰越剰余金

当期剰余金
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昭和61年度予算書（別表5）

支
項
費

１
１｜祁岬

収
一
項

中
山
百
口

入

目

"調|会費収入
国
岬
叩
叩
叩

千
ｐ
ｐ
ｐ

Ｏ
５
２

６
千円
92,000会誌発行費
支部交付金
支部補助金

会費収入

技術奨励費 25－000

難；灘
航測研究費
技術開発費

出版費I
出版費Ⅱ
図書購入費
広告募集費

繩雛驚
航測校査費
撮影費
測量費
写真作成費

調査費

国際事業費

部分林費
設備備品費
建築費等返済
予備費

研究指導収入|240,000 技術指導収入35,000
調査研究収入150,000
航測研究収入55,000

出版収入I
：:;:::’出版収入Ⅱ

図書販売収入1"61000’広告収入2，0001
物品販売収入37,000i
映画収入10,000

航測検査収入25,000
撮影収入43,000

鱸舩鶴:::｜
調査収入461,000

国際事業収入300,000

会館収入12,000
受取利息15,000
雑収入3,0001

研究指導費|269,000 ０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

，
，
，
。

４
０
５
０

４
５
５
２

１

一般事業収入’120,000 一般事業費|102,000 ０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

Ｊ
ｊ
ｙ
ｙ
ｙ
１

５
６
１
１
１
８

４
１
３

航測事業収入|446,000 航測事業費|415,000 24,000

39，000
212,000
140，000

1000461,00.’
3..,0..’
30,000

調査事業収入

国際事業収入

その他収入

調査事業費

国際事業費

その他費用

441，000

285,000

441'0001

285,.｡｡｜
頑而 3,000

20,000
13，000
10△000

',650,00011=' ||’ 1,650,000計|1,650,000| 1,650,000

製等を行うとともに，その効果的な活用について技術の

開発・普及を推進した。

〔撮影〕；森林計画樹立，治山および森林保全調査等の

ために，21/23普通焦点カメラおよび30/23長焦点カ

メラ等を用いて，モノクロ，天然色カラー，赤外カラ

ー等の空中写真の撮影を行った。

森林計画のためのモノクロ撮影（21/23）（5件，

266,650ha),林道計画のためのモノクロ撮影(21/23)

（1件,2,500ha),林地活用調査のためのモノクロ撮

影(15/23）（1件,1,040ha),森林調査のための天然

色カラー撮影（21/23）（1件,34,200ha),治山・森

林調査のための天然色カラー撮影（30/23）（6件，

43,982ha),森林活力・松くい虫・みどり現況の各調

査のための赤外カラー撮影（30/23）（3件，26,681

ha)。

〔測量〕：森林計画の精度向上のための正射写真図，正

射写真地図の作製，空中写真判読による林相図の作

製，森林情報台帳の作製，森林基本図の経年変化修正

等を行った。また，治山計画，土地利用計画等の設計
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用いた画像処理法および利用の研究を進めるとともに，

赤外カラー写真活用による森林活力調査を実施した。調

査関係では，森林の公益的機能の評価手法および森林施

業技術の研究を進めた。また，情報処理関係では，林業

部門のコンピューター利用促進の研究を進めた。

〔航測関係〕：リモートセンシングによる山地崩壊予測

手法の開発調査（1件)，山梨県緑化基本計画策定基

礎調査一ランドサット解析(1件)，森林活力調査（2

件)，その他（11件）

〔調査関係〕：森林の公益的機能に関する調査（5件)，

森林施業に関する調査（10件)，森林レク事業に関す

る基礎調査（10件）

〔情報処理関係〕：森林の理水機能モデルシミュレーシ

ョン（2件)，電算機による林道設計手法（2件)，そ

の他（3件）

(6)航測事業

豊富な経験と蓄積された高度の航測技術を活用して，

利用目的に応じた空中写真の撮影，正射写真図等の作

製・解析，森林基本図等地図の作製・修正および写真作
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計画図として，大縮尺地形図および分収造林契約地等

の境界測量，境界図の作製等を行った。

正射写真図等（19件,325,370ha),林相図・地番

図等（12件,67,117ha),治山調査図(6件,33,420

ha),森林基本図修正(7件,29,088ha),地形図(5

件,2,430ha),境界図(7件,8,759ha)

〔空中写真作製〕：空中写真の効果的な活用と普及に努

めるとともに，林野関係（林野庁・都道府県）の空中

写真について，林野庁との基本契約に基づいて，その

作製，頒布を行った。

ポジフイルム（10,964枚)，密着写真(37,648枚)，

引伸写真（55,824枚)，その他（29,475枚）

(7)航測検査

森林計画関係の空中写真測逓成果については，その統

一した精度の確保と,技術向上のため,林野庁が指定する

機関の精度分析を受けることになっており，当協会が引

き続きその指定を受け，航測成果の精度分析を行った。

〔空中写真撮影成果（33件,3,461,200ha),空中三角

測量（3件，111モデル)，写真地図（3件，33,750

ha),正射写真図(49件,1,110,3531';l))

(8)調査事業

当協会が保有する技術と，既往の成果を利用して，調

査事業の拡大と調査内容の充実に努めた。これらの内容

は「昭和60年度澗査研究の実紙」に示すとおりであ

る。

〔森林調査（8件)，山地保全，水土保全緑化，なだれ

対策の治山調査（16件)，保全林，森林公園，全国植

樹祭,国際森林年記念の森等の計画澗査(18件)，林道

全体計画のアセスメント等（16件)，開発に伴う保安

林解除，林地開発基準等に関する環境澗査（25件)，

地域振興に関する計画調査（3朔，利雪型地域開発

計画調査（1約，国有林野等活用腿用地開発調査(7

件)，森林評価調査（3件)，防災機能強化森林造成技

術開発調査（1件)，下刈省力試験調査（1件)〕

(9)国際協力事業

①種子の輸出：スギ種子29kgをフランスに輸出した。

②開発調査：エクアドル共和国北東部林業資源調査，

フィリピン共和国広域森林情報分析管理計画調査，

タイ国有林管理計画開発調査を行った。

③技術者派遣：ブラジル，パラグアイ，インドネシ

ア，メキシコ，フィリピン，タイ，マレーシア，ネ

パール，エクアドルに技術者を派遣した。

④海外研修員受入れ：11件6カ国の研修員の受入れ
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を行った。

⑤視察団受入れ：5件4カ国の視察団の受入れを行っ

た。

(10）図書出版等

隣林とみんなの暮らし」（林野庁監修)，「枝打ちの手

引き」（林野庁監修)，「日本の木材産業」（日本語版・英

語版）（林野庁監修)，「木の名の由来」（深津正・小林
もり

義雄共著)，「森林の健康学」（岩崎輝雄箸／会員配布図

瞥）その他嚥林航測」(No.146～148)・林業手帳・林

業ノート・担当区ノート・山火事予知ポスターなどを製

作した。

(11）調査機材等の製作・販売

デンドロメーター・空中写真実体鏡・斜面測量器・点

格子板等の測定機器類・空中写真保管庫・興林靴・気象

観測機器・架線設計計算機(ポケットコンピューター）・

映画プリントおよびビデオテープなどの販売を行った。

3．資産管理その他

（1）部分林の管理

熊本営林局菊池営林署管内阿蘇深葉部分林(10.06

］,紐）にヒノキ苗35,000本を植栽，下刈り，補植を

行った。また，熱海市泉国有林内部分林の保謹管理

を行った。

（2）草津保養所（地主からの土地返還要求により，昭

和55年3月15日閉鎖）については，昭和59年1

月17日，土地返還に関する覚書を締結したが，地

主側の遺産相続税の関係で解決に至っていない。

4．収支決算報告別表1～4のとおり

Ⅱ．昭和61年度事業計画ならびに収支予算

1．事業方針

わが国の経済は，円高現象に示されるように国際的な

動きの中に，大きな転換を迫られている。

国内林業にあっては，材価の低迷などによる不振は，

林産業界のみならず，森林の維持，農山村の振興等にも

著しい影響を与え，依然厳しい状況で推移すると予想さ

れるが，一方，森林の公益的機能あるいはみどり資源と

しての森林に対する国民の期待はますますその高まりを

見せている。

また，世界的には森林資源の域少，砂漠化など21世

紀に向けて解決すべき問題が山積している。

これら経済転換期の中の国有林，民有林のあり方，社

会資本としての森林，国際的な森林問題への対応には，
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海外諸国への技術協力体制の強化を図る。

創立65周年を記念して，新たな技術開発プロジ

ェクトを設置し，将来への技術展開を期する。

新技術開発プロジェク1､推進のため，新技術開発

研究基金を新設する。

北海道地方との連けいを密にするため，北海道事

務所（札幌市）を開設する。

収支予算別表5のとおり

林業技術者の格段の活動に期待されるところがまことに

大きいものがある。我々林業技術者はこれらの問題に果

敢に飛び込み，蓄積された技術を発揮して，これにこた

えるべき責務を有するものである。

日本林業技術協会は15,000名の技術者の集団である。

本協会はそのかなめとして，創立65年の歴史を背景に，

厳しい状況に全力を挙げて取り組むことを埜澗とする。

このために下記事項に重点を指向して事業を実施す

る。

1．支部との連けいを密にして地域問題への取組みを

基調とした組織活動の活発化を進めるなど，組織活

動の強化を図る。

2．林業技術の開発と改良・普及を推進する。

3．技術指導，調査研究，計画策定等の業務体制を強

化し各種要請にこたえる。

４
一
声
、

6

2．

Ⅲ借入金の限度額の件

昭和61年度の借入金の限度額は，前年度の実行結果

ならびに本年度の見通し等を勘案して，400,000,000円

とする。

Ⅳ．任期満了に伴う役員改選の件

下記の通り選出された。

理事長○猪野砿 常務理事松

森

吉

○湯

○佐

事筒井

今村

織

小熊

築地

山口

玉川

田ノ本

○村松

辿夫

清光

邦夫

弘一

忠

正望

佐久良

栄

保男

田昭

本泰

田雅

本和

藤昭

理二
次
文
司
一

専務理事○長谷川尭

素
克

常務理事 江藤

尾崎

大矢

上飯坂

栗原

神足

鈴木

滑川

人見

彦
幸
寿
実
浩
浩
郎
男
治

理事 沢
槇
原
浅
山
川
谷

邦
雄
郎
雄
男
明
男

一

秀
道
喜
富
房
俊

田

勝
照
常
啓

野
田
名
井

監 事新庄稔

光本政光

(注）○印は常勤役員
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61年度

山火事予知ボスター

｢図案」「標語｣募集要領

凰寺‘オ
ー●

｡

＜要旨＞山休火災の危険を広く国民一般に周知させ，

山林火災の予防・森林愛護の必要性を強調したもの。

ただし未発表の創作に限る。入選作品のうち特に優秀

なものは61年度当協会作成の『山火事予知ポスター」

として採用します。どなたでも応募できます。

＜作品要領＞図案について，ポスター用紙は51cmx

36cm,縦がきとする。油彩・水彩・クレヨン何でも

可。ポスター作品の裏面にも住所･氏名を明記のこと。

標語については官制はがきに1人何点でも可。文語，

口語，長さも自由。

応募作品は一切お返ししません。入選作品の著作権

はすべて日本林業技術協会に帰属することとします。

＜募集締切期日および送付先＞昭和61年9月10日締

切(当日消印有効)。日本林業技術協会『山火事予知ポ

謹聴1
10月号に発表いた60年度作品
します。

＜入賞者には＞1等(図案・標語の部各1名)日本林業
技術協会理事長賞（副賞として1万円相当の記念品)，
2等(図案･標語の部各2名）同賞(副賞として5千円
相当の記念品),佳作若干名には記念品を贈呈いたしま

す。日本林業技術協会

協会の
~

フ どき ’

◎理事会

昭和61年度第1回理事会を下記

のとおり開催した。

日時：5月29日12時より

場所：日本青年館

出席者：猪野，梶山,尾崎,神足，

鈴木，中村，栗原，塩島,辻,滑川，

吉田，宮下，湯本，沢田，川名，山

田，谷井，田ノ本，佐藤，村松，

（監事）新庄，光本，（顧問）松井，

坂口,小畠,委任状8名，合計33名

議事：理事長挨拶ののち総会提

出議案について審議した。

◎支部幹事会

昭和61年度支部幹事会をつぎの

とおり開催した。

日時：5月30日10時より

場所：日林協5階会議室

出席者：都道府県支部より18名，

営林局支部8名，林野庁支部1名，

林業試験場支部1名，森林開発公団

支部1名，東京農業大学1名，本部

より猪野理噸長ほか役職員が出席し

た。

議事：理事長挨拶ののち本部よ

り会務運営の報告を行い，引き続い

て支部幹事より提出された要望事項

等について討議した。なお，正午か

ら懇談会を開催した。

◎台湾研修員の受入れ

中華民国農林庁林務局からの依頼

により，つぎのとおり研修員を受入

れた。

氏名：蘇学波（台湾省林務局森

林経理組長）ほか3名

内容：森林計画および流域管理

期間；5/25～28

◎調査研究部関係業務

1．6月27日，本会会議室におい

て，森林計画制度推進総合調査委

員会を開催した。

2．7月3日，沖縄総合事務局にお

いて，沖縄荒廃林地復旧技術現地

適応化調査委員会を開催した。

◎お知らせ

6月1日付けをもって，つぎのと

おり人事発令された。

梶山正之：技術指導役

宮下國弘：役員室付

本田武：経理部長

帯刀晴男：澗査第一部(部長待遇）

＜会費納入のお願い＞

本会の会費未納の方は，会誌挿入

（5月号）の振替用紙をご利用のう

え納入くださるようお願いします。

普通会員：年額3,500円

学生会員：年額2,500円

外国会員：普通会費プラス送料

特別会員（甲種）

一時金60,000円以上

個人終身会員（50歳以上）

一時金30,000円以上

特別会員（乙種）

年額6,000円以上
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図面絵､写真､地図等のあらゆる面積を迅
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豊富な機能を備えたべｽﾄｾﾗー の高級ﾓデﾙブﾘﾝﾀ機構付の最新型多機能モデル面積･線長を同時測定するｴﾘｱﾗｲﾝﾒータ
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PLANIX7の特徴

ロワンタ･プチ・0．セット棲能による問い操n牲
■メートル系|Cnl2.m2,km2､インチ系in2,112.ac祀の
豊富な選択11t位とパルスカウントモード

■メモリー機柵による縞尺と単位の保仙

■単位や縮尺のわずらわしいI計算は･･切ｲ喫

画測定値オーバーフローも上"li位に剛ルフi、

■より測定榊喚を商める同勁算出の'1z均価測定

画累積測定に便利なホールド機能
■理想的なタッチ方式と摩耗に強い特殊禰分収

PLANIX7Pの特徴

画小翻･間性能プリンタ機構が、大切なデータを
紀隷・保＃し、イニンャル爵号の人jjによりデ
ータの轆理が可能

■ドーナツlili樅測定が簡ﾘiにil･えるマイナスIni積
測定機能

■測定結果をIIWIIII計算に移1j-できあ芯叶職能

■ワンタッチ斜0"セ‘ソト機能

ロメートル系Cm2､m2,,km世､インチ系in2,ハ2,acre
の蝋淵な選択叩位とパルスカウントモード

画蝋位や輔尺のわずらわしい‘汁算は、一切不要

■測定値オーバーフローも上位地位に”カシフト

■より測定柵度をi鮒める白釛算出の平均他測定
■大きな1判'形の累積測定に便利なホールド機能

■積分11(のスリップを防ぐ、蝿想的なタッチ方式

口摩耗によるエラーを防ぐ．特殊加I:の祇分卓
口黛入力状態5分で自動的に拡源の切れるパヮー
セーブ捜能

■世界で蝦机のプラニメーター卿IILSIを開発し
たスタッフが実理したローコスト・ハイパフォ
ーマンス

PLANIX5000の特徴

ロ・岡の測定で曲積・綴畏をI!il時測定

■理想の入ﾉj機能：ポイントモード

■どんなに複雑な閃形でもポイントモード、スト
リームモードにより、前lli操作でII確測定

画徹小脳l形も正確にMII定する線分解能0.05mmの
IWi･附脂小型エンコーダ

■測定雑果を四則計算できる唯卓機能

■瞥商な選択単位：メートル系(mm､cm､m､km)、
フィート系(血､h､acre/y(1，mi）

ﾛ単位や繍尺の換算もコンピュータが自動計算
■投定された恥位や舗尺はメモリー機能によりバ
ックア､ｿプ

ロ測定柵度をより間める平均1刷り態、大きな図形
の測定を可能にする累砿測定

ﾛ測定航オーバーフローも上位lli位へ自動シフト

■柿度･耐久性に優れたダブルダイヤモンドリング

画街エネ没計のパワーセーブ機能とAC･DCの2通
糠方式

■噸標･曲俄・線長のデータを外部出力するコネ
クター付

EAC･DC|の2遊猟とパワーセーブ機能
1
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が
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蕊場で実際に技打作業に当たる方々に｜･う減鮒されるよう．カラ

フルなさし絵・グラフをたくさん使って．薙礎知識から作業のやり

方までわかりやすく解説した，図解・枝打ちのガイドブック.／

《内容》枝打ちの意味／枝打ちの基礎知識／枝打ちの効果／枝打材の

利用と販売／樹丁ちの実際／枝汀作業の進め方／梅丁用具と使い方
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